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そ れぞ れが自分らしくある ために

男女共同参画社会基本法成立記念

ゆうまつどフェスタ99・々
第1分科会　 専業主婦は必要か？必要VS 必要じゃない

ーディベート( 徹底討論)一 討論参加者募集中

なぜか社会から追いつめられているように感じる主婦も多い。

ディベートをとおして自立を考えてみましょう。

第2分科会　生きる力を育む子育て

一子どもにとって自立ってなんだろう一

子どもが性差を意識せず、心やすらぎ自立した人間に成長する

そんな子育てとは？どう取り組めばいいのか…。松飛台保育所の

取り組み事例を参考に家庭における子育てについて考える。

第3分科会　豊かな老後とは　一介護は女性の役割か？一

少子化・高齢化で、妻と夫がお互いを重んじ、向き合って生き

ていくことが問われている。実際の介護体験者を迎え、豊かな老

後を送るとはどういうことか、一緒に考えてみませんか。

■吝分科会の報告（実行委員・助言者から）

■交流会
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第1 分科会助言者

お茶の水女子大学

大学院生

辻　智子さん

第２分科会助言者

お茶の水女子大学

・千葉大学講師

矢口　悦子さん

第３分科 会助言 者

女性の学習情報をつ

なぐ 会

西山恵 美子さん

1
1
月
９
日
㈹
か
ら
1
5
日
囲
ま
で
の

一
週
間

、
全
国

一
斉

に
秋

の
火
災

予

防

運
動

が
展
開

さ
れ

ま
す

。

平
成
1
1
年
１
月
か
ら
９
月
末
ま
で

に

、
百
十

五
件

の
火

災

が
市

内
で

発

生
し

て

い
ま
す

。
こ

れ
は
昨

年
同

時

期

よ
り

六
件
増
加

し

て
お
り

、
火

災

に

よ

る
損

害
額

も
昨
年
に
比

べ
約
三

億

六
千
万
円
（
四
〇
％

）
の
増
加

と

な

っ
て

い
ま

す

。

ま
た

、
火
災

原
因

で
は

「
放
火

お

よ

び
放
火

の
疑

い
」

に
よ

る
も

の
が

依

然
と
し

て
ト
ッ

プ
で
す
。「
建
物

の

周

辺
に
燃

え

や
す

い
も

の
を

置

か
な

い
≒

ご
み
は
指

定
さ

れ
た
日

の
朝

に

出

す
」

な
ど
放

火

さ
れ
な

い
環

境
づ

く

り
に
努

め
ま
し

ょ
う

。

防火キャンペーン日程表

日 時 会 場 内 容

11/13R

午前10 時

～午後2時

大金平

消防署

模擬店コーナー・防

火ポスター展･ 消防

車両の展示など

11/14(1日)

午前10 時

～午後1時

二十世

紀が丘

消防署

はしご車体験･ ちび

っこレスキュー・バ

ザーなど

11/15(1月)

午前9 時～

9時50分

伊勢丹

松戸店

前広場

消防訓練

防
火

キ

ャ
ン

ペ

ー
ン

を

実
施

左
表
の
日
程
で
防
火
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
い
ま
す
。
お
誘

い
合
わ
せ
の

上
、
気
軽
に
お
立
ち
寄
？

だ
さ
い
。

圜
消
防
局
救
急
防
災
課

昔
3
6
3
・
1
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1
1
内
線
2
1
6

人口と世帯

人口

男

女

世帯

主な内容

事業資金融資制度をご利用く

ださい　　　　　　　　　　 ②

おはなしフェスティバル’99 ③

平成11 年版「環境白書」

環境の現状と対策　　　　 ④⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥⑦

1
1月

９

日

は

一

一
九

番

の
日

通

報

は

落

ち

着

い
て

正

確

に

！

市
内
の
一
一
九
番
通
報
は
、
す
べ

て
市
消
防
局
の
指
令
管
制
室
に
つ
な

が
り
ま
す
。
火
事
や
救
急
な
ど
の
災

害
時
に
は
、
あ
わ
て
ず
・
落
ち
つ
い

て
・
正
し
く
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

11/9( 火)佶 』

「
放
火
お
よ
び
放
火
の
疑
い
」
が
依
然
と
し
て
ト
ッ
プ

秋
の
火
災
予
赫
運
動
を
実
施

日 時11/27CtJ ・2∂(日)

会 場 女性センターゆうまつど

費用入場無料

問い合わせ 女性センターB364 ―8778

松

戸
市
男

女
共

同
参

画

プ
ラ
ン

の

取

り

組
み

の
一
環

と
し

て
、「

ゆ
う
ま

つ
ど
フ
ェ
ス
タ
9
9
」
を
開
催
し
ま
す
。

今

年

の
テ

ー
マ

は
、「
2
1世

紀
を

生

き

る
あ
な

た
へ
　

そ

れ

ぞ
れ
が
自
分

ら
し

く
あ

る
た

め
に
」
で
す

。

人

々

の
意
識

や
行
動

、
社

会

の
習

慣

の
な

か
に
は

、
男
女

の
役

割
に

対

す

る
固
定

的
な

考
え

方
に
基

づ
く

も

の

が
見
受

け
ら

れ
、
女

性

や
男
性

の

多
様
な
生
き
方
を
阻
害
し
て
い
る
現

状

が
あ
り

ま
す

。

一
般
公

募

に
よ

る
十
二

人

の
実
行

委
員

が
、
こ

の
よ

う
な

現
状

を
踏

ま

え

、

今
ま

で

の
生
き

方
を
見

つ

め
直

し

、
2
1世

紀

を
自
分

ら
し
く

輝

い
て

生

き
て

い
く
た

め
に

、

さ
ま

ざ
ま

な

情
報

を
発

信
し

ま
す

。

皆

さ

ん
の

ご
来
場

を
お
待

ち
し

て

い
ま

す

。

※
保
育

あ
り
（
各
日

先

着
十

人

、
電

話

で
女

性
セ

ン

タ
ー
へ
）

市内の男女共同参画学習グループが共催するイベントとして、講演会・

ワークショップなどを行います。

9:00 10:00  11 二0012 00 13:00 14:00 15 00  16 00 1ﾜ 0018:00

ホール

あいゆう会　　　　　　まつど女性会議　 女性問題学習グループ
一 一

ワークショップ　あなたの理　 講演会　　　　　　　　　　ワークショップ

想の結婚のカタチを考える　　 女性に対する暴力について あんなだもの同窓会

研修室

まつど女性会議　　　　　 福祉を考える会

ワークショップ　　　　　　　シンポジウム

レディースコミックを知る　　豊かな人生を支える福祉とは！

実習室

婦人団体連絡会　　　　　　　　　あかねの会

試食会　　　　　　　　　　　　　講演会　本当はこうだった昔話

スイトン…食べてみませんか９　　～児童文化と女性たち～

2階

ロビー
婦人グループ連絡会（作品展2ﾜ日・28日）

親子のスパイシーカレ，教室

バングラデシュの料理人を迎え、本格的なビー こ

フカレー作りに挑戦しませんか。

日時11月2ﾜ日廿午前10時～午後1時柘分　対象小学生

以上の子どもと親　定員先着16組（2人1組）　費用親子

で800 円（材料費）

圃11 月５日廊午前9時から電話で女性センターS364-8ﾜﾜ8 へ

ゆうまつどフェス

タJ9 実行委員長

長濱　和代 さん

私 た ち の 知 り た い 内 容 を 企 画 し ま し た

皆 さ ん の ご 意 見 を お 聞 か せ く だ さ い

「それぞれが自分らしくあるために」をテーマに、

私たち実行委員が知リたい内容を企画しました。そ

のなかから、自分自身の生き方を見つめ直し 、今後

に生かしていただければと考えています。

奮ってご参加いただき、皆さんのご意見をお聞か

せください。

広
報
ま
つ
ど
一
目
月
１５
日

号
は
、
１５
日

が
新
聞
休
刊
日

の
た
め

１４
日

紐
に
折
り
込
み

ま
す
。

圃

広
報
課

公
3
6
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・
7
3
2
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診療科の内容や受診案内など豊富な情報を掲載

松戸市立病院のホームページをご利用ください
アドレス…http:// ｗｗｗ.intership.ｎｅjp 厂matuhosp/　　 ［固市立病院企画財務課企画情報係

(市のホームページからでも接続できます) 登363-2171

市立病院では、10月12 日インターネット上にホームページを開設

しました。市民の皆さんから愛され、安心してご来院いただけるよう、

外来受診や入院案内などを詳し＜掲載したほ力≒ 市立病院で行われて

いる一般医療、高度先進医療・特殊医療

についても分かりやす＜解説しました。

お気軽にご利用＜ださい。

主な内容…病院概要( 病床数・診療科目

・特色・附属施設など)、外来受診(新患

・再診)の案内、入院の案内、各診療科の

紹介、外来診察予定表、医療福祉相談、

人間ドック、交通案内ほか
医療福祉相談では、医療･ 療養に

伴う悩みなどの相談窓口を紹介松戸市立病院のトップページ

●全体会（午後3畤15 分～4時15 分）

11/28 斜午前9時～午後5時30 分　　　　　 ｌ

●分科会（午後1時30 分～3時）

11  /27fcB午後1時30 分～4時15 分　　　　　 Ｉ

11/51999



事業主の皆さんへ

｢事業資金融資制度｣をご利用ください
年 末に向 け、市で は毎年事業資金の融資を

行ってい ます。市内 で1 年以 上引 き続 き同 一

事業 を営んでいる人(開業育成資金は除く)で、

納期の経過した市税 を完納している事業主の

皆さんがご利用できます。

鬩商工観光課融資係登366-7327

市内で新規開業したい場合または開業後間もない場合

資金名
資金

使途
限度額 返済期間 利 率

利子
補給率

備 考

開業育

成資金

運転

資金
1,000万円 5年以内

1年以内

年2.696

5年以内

年3.196

ﾜ年以内

年3.396

10年以内

年3.596

年3.596

以内

経験を

有して

の独立

設備

資金
2,000万円 10年以内

資格を

有して

の独立

※保証人まかは担保が必要です。

不況による売上減、取引先の倒産などにより経営に支障

をきたしている場合

資金名 資金使途 限度額 返済期間 利 率 利子補給率

経済変動等

対策資金
運転資金 2,000万円 5年以内

1年以内

年2.6％

5年以内

年3.1％

年3.ﾜ％

以内

主な資金

資金名 限度額 返済期間 利 率 利子補給率 備 考

運転資金 2,000万円 5年以内
1年以内

年2.6％

5年以内

年3.196

ﾜ年以内

年3.396

10年以内

年3.596

年1 ％以内
小企業者…

常用雇用人

数が5人以

内(卸・小

売業・サー

ビス業2人

以内の事業

所)

設備資金 3,000万円 10年以内

小企業者

運転資金
ﾜ50 万円 5年以内

年3.596

以内

小企業者

設備資金
ﾜ50 万円 10年以内

季節資金 100万円 6ケ月以内 年2.6％

※保証人まかは担保が必要です。　゙

※上記の資金融資については、すべて千葉県信用保証協会

の保証付です。

※融資額が1,000万円以内の場合無担保・無保証人(法人の

場合代表者の保証が必要)。ただし 、税額、従業員数、

決算内容により保証人が必要となる場合があります。

1
1月
は
動
物
に
よ
る
危
害
防
止
対
策
強
化
月
間

飼
い
主
は

。
放
さ
な
い
・
捨
て
な
い
・
ふ
ん
の
始
末
“

動

物
に

よ

る
危

害
や

迷

惑

を

防

止

す

る
た

め

、

飼
い

主

は

次

の

こ

と

を

再

確

認
し

て

く

だ

さ

い

。

問

松

戸

保
健

所

公
3
6
1
・
2
1
2

1
放
し
飼
い
は
絶
対
に
や
め
て

く
だ
さ
い

最
近
、
公
園
な
ど
で
犬
を
放
す
人

が
増
え
、
ほ
か
の
公
園
利
用
者
が
迷

惑
し
て
い
ま
す
。
犬
の
散
歩
や
運
動

の
際
は
、
必

ず
引
き
綱
を
付
け
て
く

だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
駐
車
を
必
ず
実
施

し
て
く
だ
さ
い

散
歩
の
と
き
は
古
新
聞
や
袋
を
用
意

し
、
ふ
ん
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
よ

う
。動

物
は
絶
対
に
捨
て
な
い
で

く
だ
さ
い

飼
い
犬
に
は
狂
犬
病
予
防
法
に
基

づ
く
登
録
と
毎
年
一
回
の
予
防
注
射

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
予
防

注
射
が
済
ん
で
い
な
い
場
合
は
早
急

に
実
施
し
て
、
市
保
全
課
で
注
射
済

票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

犬
の
ふ
ん
は
飼
い
主
の
責
任
で

始
末
し
て
く
だ
さ
い

公
園
や
道
路
に
ふ
ん
を
放
置
す
る

飼
い
主
を
ま
だ
多
く
見
か
け
ま
す
。

一
度
飼
っ
た
動
物
は
、
最
後
ま
で

。飼
う
の
が
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
も

し
、
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合
は
飼
っ

て
く
れ
る
人
を
探
し
ま
し
ょ
う
。
子

ど
も
を
増
や
す
つ
も
り
が
な
い
場
合

は
、
不
妊

・
去
勢
手
術
を
受
け
ま
し

よ
う
。

市
民
葬
儀
制
度
が
あ
り
ま
す

市
民
葬
儀
制
度
は
、
市
民
に
ご
不

幸
が
あ
っ
た
と
き
、
経
済
的
で
厳
粛

な
葬
儀
が
行
え

る
よ
う
に
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

祭
壇
や
、
そ
の
飾
り
付
け
の
内
容

や
料
金
は
、
市
と
市
の
指
定
を
受
け

た
葬
祭
業
者
ど
の
間
で
協
議
し
、
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

(50 音順)覧店 －取 扱 指 定

種 類 料 金 内 容

5段飾り 80,000円 祭壇貸し付け

飾り付け・受

付用品・消耗

品を含む

3段飾り 50,000円

3段飾り 38,000円

対象…施主または死亡者が松

戸市民で、市内で行う葬儀

内容…この制度で利用できる

祭壇の種類と料金は上表のと

おりです。

※料金には棺(ひつぎ)・遺影

写真代・礼状印刷代・読経

料・供花代・市の式場使用

料・火葬料・霊柩(きゅう)

自動車使用料・納骨容器代

等は含まれていません。中

し込みの際に左表の取扱指

定店へお問い合わせくださ

い。

牋斎場登387-4042

業 者 名 所 在 電話番号

㈲愛蓮社 西馬橋相川町169 Q342-4444

㈱アーバンライフ
小金原4 の34 の18 ノエ

ビアオレンジハウス内
登34ワー5000

石井葬儀社 六実5の23 の1 O386-0856

㈲伊原葬儀社 馬橋1903 O343-4310

㈱エスケイ市民共済 栄町4の205 の4 昔36∠1―0660

㈱江戸川 五香1の1 の21 S386-118ﾜ

㈲カインド社 古ヶ崎2 の3148 の6 a3 ∠1∠1－5222

㈲柏葬祭センター

松戸支店
上本郷3004 の101 o365 ―614∠1

㈲広善社 幸谷682 Q341-3356

㈲渋谷花店
小金きよしケ丘4の15

の13
Q341-6644

昭和興業㈱ 千駄掘620の1 登383-4444

㈱杉浦葬儀店 根本5の4 Q362-2542

㈲セレモアむつみ 六高台5 の36 の 巧 登383 一刻44

㈱セレモ東松戸ホー

ル
串崎新田63 の12 Q384- ∠↓4∠ﾚ1

セントラル総合㈱ 河原塚258 Q391 ―9118

㈲創蓮社
二十世紀が丘戸山町

125
o391  ― 1611

㈲大典社 高塚新田631 Q391-5ﾜ26

㈲東葛葬祭 松戸糒85 登363-2001

㈲ときわ平葬儀社 常盤平2 の21 の1 登385-2622

㈱日本式典 栄町4 の205 の4 登364-0 ∠195

㈲宝心社 六実1 の52 の2 登389-5555

㈱松戸葬儀社 松戸1692 登364-444 ∠L

㈲藪畸葬儀社 小山22ﾜ 55362-2317

優愛セレモニー 古ヶ崎3の3訓9 の1 登391-3ﾜ63

㈱ライフケア 松戸1112 登363-0983

㈲碌茶園 栄町5 の2ﾜ6 の2 a3 引 一ﾜ2ﾜ3

動物の飼育管理について

電話相談に応じます

千葉県動物保護管理協会では、犬猫などの飼

育動物について、専門の知識を持った相談員が、

健康管理やしつけの仕方などの相談に応じます。

相談日…毎週月・木曜日午前10 時～午後3時

圃斜千葉県動物保護管理協会（千葉市中央区亥鼻

2の5の3) S043-221-2364

サ
ル
や
ヘ
ビ
な
ど
の
飼
育
は

許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い

千
葉
県
条
例
で

「
危
険
な
動
物
」

に
指
定
さ
れ
て
い
る
サ
ル
や
ヘ
ビ
な

ど
を
飼
う
場
合
は
、
知
事
の
許
可
が

必
要
で
す
。

介護に困ったらまずお電話を！

明第一地区在宅介護支援ｾﾝﾀｰ開設

在宅介護支援センターでは、在宅で寝たきりや痴呆のために日常生活に

支障があり、介護を必要とするお年寄りとその介護者の負担を軽くするた

め に 、 在 宅 介 護 に 関 す る 相談 を

受 け 、必 要 な 保 健 ・福 祉 サ ー ビ

ス の 紹 介 や 連 絡 ・調 整 な ど を し

て い ま す 。 また 、介 護 用 品 の 展

示 や 使 い 方 の 説 明 も 行 っ て い ま

す 。

圓 お せ わ 課 ≫366 ―7343

開 設 時 間 … 午 前8 時30 分 ～ 午 後

5 時

所 在 地 … 松 戸 市 稔 台111 の8

0308-781111308 ―7814

交 通 … 新 京 成 み の り 台 駅 か ら 徒

歩10 分

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
六
十
九
　
フ
ッ
素
と
虫
歯

世
界

の
著
名

な
予
防

歯
科

学
者

に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

虫

歯
予
防

に
最

も
効
果

的
な
手

段

は
フ

ッ
素

（
フ
ッ
化
物

）

の
使
用

で
あ

る
と

い
う

回
答

が
多
く

の
割

合

を
占

め
る
こ

と

が
明

ら

か
に
な

っ
て

い
ま
す

。
し
か
し

、
日

本

の

歯

科
医

療
で

は
、
先

進
国

の
中
で

フ

ッ
素

の
使
用

に
関
し

て
非

常
に

消
極

的
で
あ

る
と

い
わ
れ

て

い
ま

す
。な

ぜ
か
日

本
に

は
根
強

い
フ

ッ

素
反
対

論
と
呼

ば
れ
て

い
る
も

の

が
あ

り
、
歯

科
大
学

で

の
教
育
も

十
分

と
は
言
え

ま
せ

ん

。
こ

の
よ

う
な
背
景
で
、
日
本
の
虫
歯
予
防

対
策

の
中

で
は
積

極
的
に

フ

ッ
素

を
使

用
す

る
こ
と

が
、
諸
外

国

に

比

べ
て
と

て
も
遅

れ
て

い
ま
す

。

ア
メ
リ

カ
で

は
Ａ

Ｄ
Ａ

（
米
国

歯
科

医
師
会

）

が
一
九
五

〇
年

か

ら
上

水
道

へ
の

フ
ッ
素
添

加
を

始

め

、
フ

ッ
素

の
利

用
を

推
進
し

て

き
ま

し
た

。
広
く

一
般

の
人

々
に

水

道
水

フ
ッ
素
添
加

の
安
全
性

と

右
効

性
を

理
解
し

て
も

ら
う

た
め

に

、
一
九

九
六
年

に
Ｆ

ｌ
ｕ

ｏ
ｒ

ｌ
ｄ

ａ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
　
Ｆ

ａ
ｃ
ｔ
（
フ

ッ
素
添
加

の
実

際
）
を

出
版
し

、

そ

の
情
報

を
イ

ン

タ
ー・
ネ

ッ
ト
に

よ
っ
て
世

界
中

に
発
信

し
て

い
ま

す

。
　
　
　
　
　
　
　

。

こ

の
中
に

は
、
上
水

道

フ
ッ
素

添

加
を

支
持
し

て

い
る
米
国
内

の

専

門
機

関

や
諸

団
体

、
国

際
機
関

の
一
覧

お
よ

び
多
数

の
文
献

の
リ

ス
ト

が
掲
載

さ
れ
て

い
ま
す

。
こ

の
中
に

は
皆

さ
ん
も
耳

に
す

る
機

会

の
多

い
Ｆ
Ｄ

Ａ

（
米
国

立
食
品

医
薬

局
）

や
Ｗ
Ｈ

Ｏ

（
世
界
保

健

機
関

）
も

フ
ッ
素
化

推

進
団
体

と

し
て

載

っ
て

い
ま
す
。

現
在
世

界

の
多

く

の
国

で
上

水
道

へ
の

フ
ッ

素
添

加

が
行

わ

れ
て
お

り
、

め
ざ

ま
し

い
効
果

を

あ
げ
て

い
ま
す

。

日

本
で

は
平
成

１９一
年

よ
口

介

護

保
険

が
施

行
さ

れ
ま
す

が
、
寝

た

き
汗（
老
人

の

ケ
ア

プ
ラ
ン
を
作

成

す

る
際

に
参
考

に
さ

れ
る
と
思

わ

れ

る
、
米

国
で

開
発

さ
れ
た

マ

ニ

ュ

ア
ル

（
在
宅

ケ

ア
ア
セ

ス
メ
ン

ト

マ

ニ
ュ
ア
ル

）
に

は
、

ケ
ア

プ

ラ

ン
指

針
と
し

て
口

腔
衛
生

の
項

に

「
食

事
の
た

び
、
就

寝
時

に

フ

ッ
素
を
含

む
歯

磨
剤

で
口

腔
衛
生

を

保

つ
」
「
食

事

の

た

び
、

就

寝

時

に

フ
ッ
素
を

含
む
含

そ
う

剤
で

う

が

い
を
す

る
」
と

い
う
記

載

が

あ

り
ま

す

。

子
ど

も

の
虫

歯

だ
け
で

な
く

、

す

べ
て

の
年
齢

層

に
フ

ッ
素
は

大

き
な
利

益
を

も
た
ら

し
ま

す

。
日

本
で

は
上
水

道
フ

ッ
素
添

加
は
行

わ
れ

て

い
ま
せ

ん

が
、

フ
ッ
素

を

上
手

に
利
用

す

る
こ

と
で

日
本
人

の
口

腔
の
健

康
維

持
に
大

き
な

進

歩

が
訪

れ

る
こ
と

は
間
違

い
あ

り

ま
せ

ん
。

（
松
戸
歯
科
医
師
会
）

歯

を
大
切
に
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おはなしフェスティバル'99
会場…青少年会館

費用…無料(実技講座は、材料費が
必要です)

表中( 人)＝人形劇( 絵)＝絵巻物( 紙)＝紙芝居( ボ)＝ボードビル

(パ)＝パネルシアター　　　( 素)＝素話　( マ)＝マリオネット11 月13 日倒
＼ 会 場

時 間

1F　 体育室 1F　 会議室 2F　音楽室 2F　集会室 2F　美術室 2F　クラブ室

く ま 劇 場 ぶ た 劇 場 う さ ぎ 劇 場 あ ひ る 劇 場 き り ん 劇 場 ぞ う 劇 場

13:00

13 二30

14:00

14 : 15

14 : 45

15 冂0

15:30

開会式

演奏馬橋北小学校

ブラスバンド部

(人)｢ばけくらべ｣

くすくす(東京都)

まつど国際文化大

使のおはなしミィ

ターポシペマイケ

ル氏･ 庄建萍氏

(人)｢まんまるパ

ン｣ 七色のリボ

ン(松戸㈲

(人)｢かにこちゃ
ん とさる ど ん｣

みさと緇 ま(埼玉
県)

(紙)｢よさく どん

のお よ めさ ん｣
｢ごきげんのわる

いコ ッ クさ ん｣
牛ｯ 座(柏市)

(人)｢ねことかに
のかけくらべ｣

おはなし キャラ
バン

13:45 ～13:50
13 : 55～14 : 05

14 : O(}～14 冂0 14 : O(卜1 ∠凵 ０
実践講座Ｉ

｢らく らく 人 形

作り方｣講師財

団 職 員　 内 容

らくらく人形

は 舞 台 装 置 が

単 純 で 、手 軽

に 楽 し め る 人

形劇 定員先着

20人 費 用900

円

※申し込み制

(お問い合わせ＜

ださい)

(人)｢三枚のお札｣

柴又おはなしこ

ろりん(東京都)

(人)｢おすもうく

まさ ん｣ ほか聖

徳大学児童文化

研究部(松戸市)

簡単人形作り①

整理券が必要 ※

おはなしｷｬﾗ ﾊﾞﾝ

(手話)｢手話で唄お

う!｣手話サークル

ひまわり(松戸市)

(人)｢かにこちゃ

ん とさ る どん｣

いず みキ ャラバ

ン(松戸㈲ 14 : 35～14 : 45
14:40 ～14 : 50 14 : 40～14 : 50

(人)｢3 びきのく

ま｣｢ 三 枚 のお

札｣

第六中学校演劇

部(松戸市)

簡単人形 作り ②

整理券 が必 要※

おはなしｷｬﾗ ﾊﾞﾝ

(人)｢だるまちや

んとてんぐち や
ん｣ ほかミニシ

アターかざぐ る

ま(松戸㈲

(ﾊﾟ)｢イグアナレ

スト ラン｣ ほか

ピーチパイ(松戸

市)

15:00 ～15冂0

(人)｢おおきなか

ぶ｣人形劇団ウィ

ルチェアー(松戸

市)

(人)｢それゆけ！
ねず みくんのチ
ョッキ｣ 新松戸

ベビーホーム(松
戸市)

今年で11 回目を迎えるおはなしフェスティバルを、青少年会館で開催します。

子どもたちを対象にした人形劇･ 紙芝居･ 絵本の見せ語りなど、楽しいおは

なしでいっぱいです。家族そろって｢ おはなし｣ の世界を楽しんでみませんか。

開封おはなしキャラバン登344-3037

おはなしキャラバンは定期公演だけじゃないんです！
みんなで「おはなしフェスティバル」へ行きましょう

おはなしキャラバンの定

期公演は、とても楽 しくて

夢のあるいい企画ですね。 。

まだ、おはなしフェステ1

イバルには行ったことがな1

いので、子どものお友達も

誘って行きたいです。　　 ７

＼､会場

時周＼

1F　 体育室 1F　 会議室 2F　音楽室 2F　集会室 2F 美術室 2F　クラブ室

くま劇場 ぶた劇場 うさぎ劇場 あひる劇場 きりん劇場 ぞう劇場

11 :00

11 :15

11 :35m40

12 :
10
12:20

12 二45

12 :55

13 :25

1∠に40
14 :45

15冂５

オープニング
セレモニー

(素)｢母の目玉｣ 梁川
ざっと昔の会･横山
幸子( 福島県)

11 : 35～11 : 45 11 :35～11 :40(人)｢ジャック
と豆の木｣夢キ
ャラバン｢ロゴ
ス座訌柏顔

11二35～11:40

(人)｢ばけくら
べ｣ 人形劇団
ふうせん(流山
市)

( 人)｢ ド ロ ロ

ン ！?｣ 人 升衝

心 鯨

都)

12 冂O ～12:20

(素)｢いばら姫｣

おはな
しキャ

ラバンたんぽ
ぽ(栃木県)

(素)｢まめたろ
う｣ ほか語り
の世界ＯＢ会
(松戸市)

実践講座II

らくらく人形

劇の製作と上

演にんじんさ

んが赤いわけ

講師財団職員

※申し込み制

(お問い合わせ

ください)

12 : (X卜12:  10

(人)｢雪白とば
ら紅｣ にじの
くに(柏市)

12冂〇～12 ； 20

(人)｢こびとの
くつや｣ コロ
ボックル(栃木

県)

(紙)｢おおきな
木｣ほかこあけ
みつよ(茨城県)

(素)たのしい？
こわい？おは

な
し梁川ざっ

と昔の会(福島
県)

(素)｢ブレーメ
ンの音楽隊｣
｢だいくとおに
ろく｣ 新松戸
むかしむかし
の会(松戸顔

12 : 35～12 : 45

12 二45～12 : 55
(人)｢おしよう
さんとたぬき｣
松戸中央学童
保育所(松戸市)

12:45～12二55

(人)｢チュンチ
ュンワールド｣

ポケット文庫
(松戸市)

(絵)｢ね、ぼく

のともだちに
なってL｣おは
なしパピプペ
ポ(松戸市)

(素)｢国産み伝
説｣ 筧福美(東

京都)13:05～13: 15

(人)｢ともだち
だいすき｣ 七

福神(東京都)
13:2(卜13 : 30 13 : 20～13 : 30

(人)｢三びきの
やぎのがらが
らどん｣ キャ

ベツおばさん
沛川㈲

(人)｢キャベツ
くん｣ほｶ呼ど

もサークルわ
んぱくキッス
(茨城県)

ま
つど国際文化
大使のおはなし
アブドウルパデ

ィ氏・カンナズ
ムルカリム氏

13:3卜13:45

(人)｢まんまる
パン｣ 人形劇

サークル" ピ
ッビ'(東京都)14:00～14 : 10 14 : 00～14:10

(紙)｢へたれよ
めご｣ ほかの
いちごの会(松

戸耐

(ﾊﾟ)｢ねえ、知つ
てるかい｣ほか
パネルシアタ
ー研究会"マチ
ヤ气松戸市)

14冂O～14 : 20
(人)｢なにかこ
うかな｣おはな
しおてだま(松
戸市)

簡単人形作り③
整理券が必要※
おはなしキャラ
バン

(マf きやべつ村バ
ラエティー｣人形

劇 サークルき や

べつ村(栃 木與)

(人)｢アナンシ
と五｣ おはな
しキャラバン

プログラムは都合により変更する場合があります。

１１

月
1
4
日

甘

おはなしキャラバンの公演

は何回行っでも楽しいから、

いつもお母さんに頼んで連れ

て来てもらっています。

今度のおはなしフェスティ

バルも楽しみにしています。

北村直子さんと哲哉ちゃん

親子

岡田真穂ちゃんと志穂ちゃん

姉妹

お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
合
言
葉

松
戸
で
は
8
時
に
な
っ
た
ら
お
は
な
し
タ
イ
ム

期日 会場 時間 プログラム

11/5R
古ケ崎市民セ

ンター
午後3時～4時

アニメーション・

人形劇

10㈲ 図書館本館
午後3時30 分

～4時

絵本「おもしろとう

さん」ほか

13圉

青少年会館

午後IE持

～3時30分
第11 回

おはなしフェステ

ィバル'9914(日)
午前11 時

～3時30分

17 休）小金分館
午後3時

～3時30分

絵本｢ はしれ！ちび

つこチーター｣ ほか

18團
稔台市民セン

ター
午後3時～4時

アニメーション・

人形劇

1畋 矢切公民館 午後3時～4時
アニメーション・

人形劇

24㈲

伊勢丹アート

スポット

午前11時

～正午

アニメーション・

人形劇

図書館本館
午後3時30分

～4時

絵本｢ はしれ！ちび

っこチーター｣ほか

対

象
三
～

九
歳
　

費
用

無
料

※
ア

ニ
メ

ー
シ

ョ
ン

「
ま
ほ
う
つ
か
い
の
ノ
ナ
ぱ
あ
さ
ん
」
、

人

形
劇
「
ア
ナ
ン

シ
と
五
」

※
図
書
館

利
用

カ
ー
ド

を
お

持
ち
に

な

れ
ば

、
本
が

借
り

ら

れ
ま

す

（
返

却
は

最
寄
り
の

図

書
館
へ
）
。

※
電
話
で
お
は
な
し
が
聞
け
る
「
で
ん
わ
お
は
な
し
キ
ャ

ラ

バ
ン
」

登
3
7
7
・
0
0
0
0

も
ご
利

用
く
だ

さ
い

。

黯

市
立

図
書
館

容
莇

・
5
1
1
5

お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

嘱
託
職
員
募
集

内

容
人

形
劇

や
紙
芝

居

な
ど

の
製

作

と
上

演

対

象
人
形

製
作

・
美

術

が
得
意

で
二

十
士

二
十
五

歳
く

ら

い

の
人
　
募
集
人
員
一
人
　
勤
務
日
毎

週

火
～

金
曜
日

午
前

９
時

～
午

後
５

時
　

待
遇

時
給

七
百

九
十
円

（
賞

与

あ
り
・
交
通
費
支
給
・
社
会
保
険
加

入

）
　

面

接
1
2
月
Ｈ
日

出
午

前
９

時

丿
分

か
ら
　

採
用
平
成
1
2
年

４
月

Ｉ

圉
1
2
月

４
日

出
午

後
５

時
ま

で
に
履

歴

書

（
写

真
添

付
）

と
作

文

「
応

募

の
理
由
」（
八
百
字

程
度

）
を
、

直
接

ま

た

は
郵

送

で
、

〒
2
7
0
－
0
0
3
5

松

戸
市

新
松

戸
南
二

の
二

姉
松
戸

市

お
は

な
し

キ

ャ
ラ

バ
ン

〔
登
剔
・
３

０

３
７

（
火
～

土

曜

日

の
午

前
９

時

～

午
後
５

時
）
〕

へ

ま

つ

ど

フ

ァ

ミ

リ

ー

・

サ

ポ

ー

ト

ー
セ

ン

タ

ー

提

供

会

員

を

募

集

「
ま

つ
ど
フ

ァ
ミ
リ

ー

・
サ

ポ

ー

ト

ー
セ
ン

タ

ー
」

で
は

、
地
域

の
よ

り
身
近
な
人
同
士
で
お
子
さ
ん
を
預

け

た
り
、
預

か

っ
た
り

が
で
き

る
よ

う

、
会
員

を
募
集

し
ま

す
。

提

供
会
員

は
育

児
援
助

活
動

に
理

解
と

熱
意

が
あ
り

健
康

な
市

内
在
住

の
人

で
、

特
に
資

格
は

必
要
あ

り
ま

せ

ん
。
入

会
に

際
し
、
入

会
説
明

会

お

よ
び
活
動

に
必
要

な

知
識

や
技
術

を
身

に
付

け
る
た

め
、
基

礎
研

修
会

に
参

加
し

て

い
た

だ
き

ま
す

。

①
研

修
会
1
1月
1
3
日

出
午
前

９
時

3
0分

～
午

後
５
時

内
容

相
互
援
助

活
動
の
基
本
・
交
流
会
・
事
例
研
究

会

②
入

会
説
明
会

毎
月
第
三

火
曜
日

午

後
３
時

か
ら
　

対

象
提
供

会
員

・

利
用
会
員
会
場
①
②
と
も
女
性
セ

ン

タ

ー
ゆ
う

ま

つ
ど

匣

直
接
ま

た
は
電
話

で
、
ま

つ
ど

フ

ァ

ミ
リ

ー
・
サ

ポ
ー
ト

ー
セ
ン

タ

ー

登
匐

・
2
9
4
1

（
月
～

土
曜
日

の

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ

常

盤
平

老

人

福

祉

セ
ン

タ

ー
文

化

サ

ー

ク
ル

作

品

展
示

会

Ｈ
月
６
日
出
・
７
囗
㈲
午
前
９
時

～
午
後
４
時

会
場
常
盤
平
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
　
内
容
華
道
・
書
道
な

ど
の
作
品
展
示
費
用
無
料

問
常
盤
平
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
昔
誣

松

戸

税

務

署

か

ら

の

お

知

ら

せ

確
定

申

告
用

プ
レ
（

ブ
建
物
設

置

の
た

め
、
1
1
月
下
旬

か
ら

４
月
下

旬

ま

で
、
税

務
署

の
駐
車
場

は
使
用

で

き
ま

せ
ん

。
ご
来
署

の

際
は
、

電
車

ま
た
は

バ
ス
等
を

ご
利
用
く

だ
さ
い
。

顏
松

戸
税

務
署

容
沺
・
1
1
7
1

松

戸

市

国

民

健

康

保

険

運

営

協

議

会

の

開

催

Ｈ
月

財一
日

水
午

後
１

時
か
ら
　

会

場
議
会

棟
三

階
特

別

青

貝
会
室

傍

聴
定
員
先

着
十

人

※
議

題
等
詳

細
に

つ

い
て
は

お
問

い

合

わ
せ

く
だ

さ

い
。

匣
当
日

正

午
か
ら
午

後
Ｏ

時
5
0分

の

間
に

、
直

接
国
民

健
康

保
険
課

庶
務

係

（
市

役
所

本
館

一
階

、

昔
3
6
6・
7

3
5
3

）
　へ

千

葉

県

国

民

健

康

保

険

大

会

に

お

け

る

講

演

会

の

開

催

Ｈ
月
2
5
日

米
午

後
２
時

～
３

時
2
0

分

（
受

け
付

け

は
午
後
１

時

か
ら
）

会
場
千

葉
県
教

育
会

館

（
千

葉
市

中

央
区
中
ｍ
（
四
の
一
三
の
一
〇
）
　
講

師
女

優

・
藤
田
弓
子

氏
　

テ
ー
マ
「
い

つ
も
何

か
に

と
き

め
き

を

・
老

け
な

い
た

め
の

ア
イ

デ
ア
と
工

夫
」
　

定

員
先
着
百
五
十
人
　
費
用
無
料

問
千

葉
県
国

民
健
康

保
険
団

体
連
合

会
総

務
部
総

務
課

登
㈲
・
2
5
4・
７
３

市

立
学

校

適
正

規

模
等

検

討

委

員
会

を

開

催

Ｈ
月
1
7日
水
午
前
1
0時
か
ら
　
会

場
只
葉

ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
五
階
会
議

室
　
議
題
学
校
の
適
正
規
模
等
に
つ

い
て
　
傍
聴
定
員
先
着
六
人

鬪
教
育
委
員
会
企
画
調
整
室

登
莇
・

年
末
調
整
等
説
明
会

期 日 会 場

11/24W

26 銜

12/ 3 銜

流山市文化会館

鎌ヶ谷市総合福
祉保健センター

松戸市民会館

※時間午後1時30 分～4時

※吝会場とも、車での来場

はご遠慮ください。

題
松
戸
税
務
署
法
人
課
税
第
二
部
門

登
鰯
・
1
1
7
1
内
線
杤一
～

佃

働

き
や
す
い
環
境

づ
く
り

み

ん
な
で
実

現
　

パ

ー
ト

の
指
針

１１
月
１
日
㈲
～
１０
日
㈲
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
旬
間
で
す
。

醫
商
工
観
光
課
労
政
係
登
3
6
6
・
7
3
2
7

M簡単人形作り整理券　配布時間①13 : 30～②14 : 10～③12 : 50～ （整理券は本部にて

配布　定員先着各30人

楽しいおはなしいっぱい
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環境白書

平
成
1
1年
版
　
環
境
の
現
状
と
対
策

環
境
に
や
さ
し
い
ラ
イ
フ
を

今
日
の
環
境
問
題
は
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費

・
大
量
廃
棄
型

の
社
会
構

造
を
背
景
に
し
て

、
自
動
車
排
気

ガ
ス
に
よ
る
大

気
汚

染
、
生
活
排
水
に
よ
る
水
質
汚
濁
、
廃
棄
物
処
理
に
伴
う
ダ
イ
オ

キ
シ
ン

問
題
な

ど
の
身
近
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
酸
性
雨

、

地
球
温
暖
化
な

ど
と
い
っ
た
地
球
規
模
の
環
境
問
題
に
対
し
て
も

社
会
的
な
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
よ
り
適
切
な
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
環
境
を
よ

り
良
く
す
る
た
め
に
は
、
大
気
や
河

川
の
汚
染
な
ど
改
善
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
が
多
く
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
は

、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
環
境
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
環
境
に
や
さ
し
い
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
身
に
付
け
、
実
践
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

よ
り
快
適
な
街
を
つ
く
る
た
め
に

、
私
た
ち
は
普
段
か
ら
身
近
な

環
境
へ

の
取
り
組
み
を
行
い
た
い

も
の
で
す
。

市
で
は
、
市
内
の
環
境
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て
ま
と
め
た
平

成
１１

年
版
「
環
境
白
書
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

覲

環
境
部
保
全
課

忌

’一
・
7
3
3
7

騒音・振動

音
環
境
学
習
会
を
実
施

騒

音

と

は

、「

不

快
な

音

」

「
好

ま

し

く

な

い
音

」

と

し

て

、

．
般

に

は

な

い
方

が

よ
い
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
好
ま
し
い
音
か
ど
う
か
は
個
人

に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
そ
の
対
応

は
難
し
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

日
常
生
活
で
の
会
話
や
安
眠
を
妨

害
す
る
な
ど
、
生
活
環
境
に
最
を
身

近
な
問
題
で
あ
る
た
め
、
市
に
も
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
傾
向
と

し
て
は
、
工
場
・
事
条
場
か
ら
の
騒

音
の
苦
情
が
減
少
し
、
建
設
上
木
工

事
や
深

夜
飲
食
店
の
カ
ラ
オ
ケ
が
騒

音
苦
情
の
ｔ

数
以
上
を
占
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
近
隣
問
の
問
題
で
は
、

規
制
の
か
か
ら
な
い
騒
音
の
苦
情
も

寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
話
し
合

い

に
よ
っ
て
解
決
で
き
る
よ
う
お
願

い

し
て
い
ま
す
。

ぐるっと青空キャンペーン　　

毎週水曜日は ノーカーDAY
11 月から１月は、空気が特に汚れやすい時期（下グラフ）で、七都県市

「東京都・千葉県・神奈川県・埼玉県・千葉市・横浜市 」||鶇市）では冬期

自動車交通量対策「ぐるっと青空キャン ペーン」を実施しています。

市
で
は
道
路
や
鉄
道
の
騒
音
・
振

動
、
航
空
機
の
騒
音
等
を
把
握
す
る

た
め
市
内
の
主
要
な
場
所
で
測
定
を

行
っ
て

い
ま
す
。
下
の
図
は
、
巾

内

を

て
・
メ
ッ
シ
ュ
に
区
切
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
一
地
点
で
騒
音
測
定
を
行

っ

た
も
の
で
す
。

厂→(T)
汚
染
の
主
な
原
因
は
家
庭
排
水

水

質

汚

濁

河
川

の
汚

れ
の
原
因

は
、

工

場

や
事
業
場

か
ら

流

さ
れ
る
排

水

や
、
家

庭
か
ら

の
生
活

排

水
で
す

。

し

か
し

、
工
場

や
事

業
場

は
厳
し

く

規

制

さ
れ
て

き
た
た

め

、
現
在

そ

の

原

因

の
ほ
と

ん
ど

は
生
活

排
水

に
よ

る
も

の
に
な

っ
て

い
ま
す

。

市
で
は
清
流
を
復
活
さ
せ
る
た
め
、

平

成
４

年
度

に

「
川

を

き
れ

い
に
す

る
条

例
」
を

制
定
し

、
下

水
道

の
普

及

促
進

、
合
併
処

理

浄
化

槽

の
普
及

、

河

川
直

接
浄
化

施
設

の
設

置
、

家
庭

で
で

き
る
浄

化
対
策

の
推
進

や
啓
発

騒音(dB･ デシベル)の参考例

100dB ＝電車が通るときの

ガード下80dB= 地下鉄の車内・電

車の中

60dB= 静かな乗用車・普

通の会話

40dB= 市内の深夜・図書

館・静かな住宅地(昼)

100

8
0
　
6
0
4０

2
0
　０

４ 5 6 7 8 9  10 11 12 1　2 3月

窒素酸化物の月別変化

不要不急の自動車の使用は控え 、

環境にやさしい運転を心掛けてくだ

さい。

また 、地球温暖化防止のため、暖

機運転や駐ｲ亭車時のアイドリングを

止める「アイドリング・ストップ運

動」にも 、ご協力をお願いします。

賎環境部保全課大気騒音係Q366 ―

ﾜ33ﾜ

音 環 境 図

(平成9年　昼間)

(平成11 年４月１日

～９月３０日受付)

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
市
内
河
川
の
汚
濁
指
標
で
あ
る
Ｂ

Ｏ
Ｄ
値
で
見
る
と
、
坂
川
は
環
境
基

準
に
適
合
し
ま
し
た
が
、
新
坂
川
・

国
分
川
に
お
い
て
は
環
境
基
準
の
適

合
率
は
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
（
左

グ
ラ
フ
参
照
）
。

で

き

る
こ

と

か

ら
始

め
よ

う

一
食
器
の
油
や
食
べ
残
し
は
、
ふ
き

取
っ
て
か
ら
洗
い
ま
し
ょ
う
。

・
飲
み
物
や
油
な
ど
を
流
さ
な
い
工

夫
を
し
ま
し

ょ
う
。

一
洗
剤
は
き
ち
ん
と
量
っ
て
使
用
し

ま
し
ょ
う
。

・
浄
化
槽
は
定
期
的
に
点
検
、
清
掃

を
し
ま
し
ょ
う
。

環境衛生

地

下

水

汚

染

市

内
で
は

、
こ

れ
ま
で

に
和
名

ヶ

谷

・
稔

台
、
松

飛
台

、
紙
敷

、
六
実

、

栗
山
、
二
十
世
紀
が
丘
、
松
戸
、
高

塚

新
田

で
、

有
機
塩

素
系
化

学

物
質

に
よ

る
地
下

水
汚
染

が
確

認
さ

れ
て

い
ま
す

。

市
で

は
現

状
を

確
認
す

る
た

め
、

定

期
的

に
地
下

水

の
調
査

を
実

施
し

て

い
ま

す
。

ま
た

、
新
た

に
汚

染

が

発
生
し

な

い
よ
う

、
有
機

塩
素

系
化

学
物
質

を
使
用

し

て

い
る
事
業
場

に

立
入
り

調
査

を
し

て
、
地
下

水

・
排

水
の
水

質
検

査
を
行

っ
て

い
ま

す
。

す
で

に
汚

染
さ

れ
て

い
る
地
区

に

つ
い
て
は
、
上
水
道
へ
の
転
換
や
煮

沸
し
て
飲
料
に
す
る
こ
と
を
指
導
し

て

い
ま
す
。

ま
た
、
一
部
で
は
地
下
水
汲
み
上

げ
処
理
施
設
に
よ
る
汚
染
物
質
の
除

去
と
拡
散
防
止
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ル

ー
ル

を

守

り

環

境

保

全

一
有
機
塩
素
系
化
学
物
質
で
地
下
水

が
一
度
汚
染
さ
れ
る
と
元
に
戻
す
こ

と
が
困
難
で
す
。
新
た
に
汚
染
が
発

生
し
な

い
よ
う
使
用
さ
れ
る
人
は
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

ふれあいまつど川（流水保全水路）

空
き
地
の
雑
草
は
所
有
者
の
責
任

空
き
地
に
関
し
て
市
に

寄
せ
ら
れ
て
い
る
苦
情
で

は
、
雑
草
が
生

い
茂
っ
た

た

め
に
害

虫

が
発
生
し

た
り

、
防
犯

上

問
題

が
あ

る
、
ま
た
不

法

投
棄

が

誘
発

さ
れ
る
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

巾

で

は
「
あ

き
地

の
雑

草
等

の
除
去

に

関
す

る
条
例

」
を
制

定
し

、
周
囲

の
生
活
環

境
を

阻
害
し

て

い
る
空
き

地

の
所

有

者
に
対

し

、
適

切

な
管
理

を
指
導
し
て
い
ま
す
（
草
刈
機
の
無

償
貸
し
出
し
や
草
刈
り
業
者
の
あ
っ

旋
制

度
）
。

公
共

下

水
溝

や
道
路

側
溝

な
ど

か

ら
発

生
す

る
蚊

や
ユ

ス
リ

カ
に
対

す

る
苦

情
も
多

く

、
薬

剤
の
無
償

交
付

や
、
状
況
に
応
じ
て
市
が
駆
除
を
行

っ
て

い
ま

す
。

市
全
体
の
緑
の
面
積
は
、

一
九
五

〇

衿
で

、
市

の
面

積
の
三
分
の
一
程
度
は
緑

みどりは私たちの心を和ませてくれるだけでなく、

光合成をしながら、二酸化窒素や二酸化硫黄などの

汚染物質を吸収し、大気をきれいにしてくれます

多
く

の
方

か
ら
貴

重
な

寄
附

を

い

た
だ

き
、

あ
り

が
と

う

ご
ざ

い
ま
し

た
。皆

様
の

ご
厚

意

は
、
趣

旨
に
沿

っ

て
大

切
に
使

わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

福

祉

関

係

へ

中

島
健
夫

、
㈱

コ
ア

ラ
テ
レ

ビ
、

中
茎

政
雄

、
つ
く
し

ん

ぽ
友

の
会

、

秋
葉
澄
夫
、
小
山
一
孚
、
清
水
伸
二
、

京
葉

ガ
ス

㈱
松
戸

支
店
、

セ
イ
コ

ー

イ
ン

ス
ツ
ル

メ
ン

ツ
共
済

部

・
高
塚

支
部

、
マ

ザ
ー
ズ

プ
リ

マ
、
み

の
り

リ
サ
イ

ク
ル

会
、

陣
ケ
前

寿
会

、
片

桐
美

恵
子

、
松
戸

い
ず
み

幼
稚
園
母

の
会
、
千
代
山
生
命
労
働
組
合
東
京

東
支
部
、
中
山
治
朗
、
昶
千
葉
県
宅

地
建

物
取

引

業
協

会
松
戸

支
部

、
早

稲
田
ハ
ウ
ス
㈱
、
板
橋
マ
サ
、
松
戸

芸
術

舞
踊

協

会
、
小

板
橋

病
院

、
テ

ラ
（

ラ
製
菓

、
高
木

俊
子

、
石

亀
喜

久
代

、
善

光
寺
、

鈴
木
吉

次
、

土
山

謙
治

、
Ｉ
Ｓ

Ｓ
テ

ニ
ス

ア
リ

ー
ナ
松

戸
、
明

治

神
宮
崇

敬
会

、
エ

ー
・
エ

作
地
区

の
樹
林
や
河
原
塚
地
区
、
高

塚
新
田
地
区
の
谷
地
に
見
ら
れ
る
斜

面
林
な
ど
が
主
要
な
も
の
で
、
面
的

な
広
が
り
は
小
さ
い
な
が
ら
、
特
徴

的
な
も
の
と
し
て
は
、
市
西
部
の
下

総
台
地
と
江
戸
琲
低
地
と
の
境
に
帯

保

護

地

区

市

で

は
、「
松
戸
市

緑

を
守

る

条

例
」

に
よ

っ
て
、
自

然
環

境

を
保

護

す
べ

き
地
区

（
保
護

地

区

）
と

し
て

指

定
し

て

い
ま
す

。

保
護
地

区

は
、
一
団

三
百

平

方
び
以
上
の
樹
林
を
一
定
期
間

保
全

す

る
も

の
で
、

現
在

、
約

六

十
九

鉛
が
保

護
地
区

に
指

定

さ
れ
て

い
ま
す

。

ル

ー
テ
ィ

ー
産

業
㈱

、
千

葉
県
中
小

企

業

家
同

友
会

松
戸

支
部

、
石
川

人

倫
、
Ｄ
A
Ｄ
Ａ
、
ゆ
う
か
り
会
有
志
、

松
戸
市
農
業
共
同
組
合
、
林
ミ
サ
子
、

「
み
な

さ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま

し

た

」

の
会

、
松

戸
新

田
仲

井
町
商

店

会

、

ピ
ー

プ
ル

エ

グ
ザ
ス
五

香

教

育

関

係

ヘ

マ
ブ
チ

モ

ー
タ
ー

㈱
、
松

戸
市

音
楽

協

会
、
西

川
浩

、
小

西
博

、
黄
色

い

帽

子

の
会

、
栗

山
建

設

㈱

そ

の

他

荒
木
筆

義

、
小

金
原

中
央
商

店
会

、

㈲

二
浦

防
災

、
松
戸

美
術

会
、
松

戸

市

観
光
梨

園

組
合
連

合
会

・
松
戸

市

梨

研
究

会
、
同

和
福

祉
行

動
社

、
医

療

法
人

社
団
本

人

六
千

葉
西

総
合

病

院
、
松

戸
市

消
防
団

、
松

戸

甲

冬
フ

イ

オ
ン

ズ
ク

ラ
ブ〔
敬
省

略

・
順
不

同
〕

圃

総
務

部
総

務
課
庶

務
係

昔
鰯
・
７

ま
た

、
市

で

は
狂
犬

病
予

防
対

策

と
し

て
、

飼

い
犬

の
登

録

や
集
合

注

射

業
務
を
行

っ
て

い
ま

す
。

飼

い
主

に
対

し
て

は
、
犬

の
ふ

ん

の
始
末

な

ど

に
つ

い
て
も

啓
発

を
行

っ
て

い
ま

す

。

ル

ー

ル

を

守

り

環

境

保

全

一
空

き
地

の
所

有
者

は
、
雑

草
を

茂

ら
せ

な
い
よ
う
管
理
を
し

ま
し
ょ
う

。

一
散

歩

の
と
き

、
犬

の
ふ

ん
は
、

飼

い
主

が
き
ち
ん
と
始

末
し

ま
し
ょ
う

。

市

が
行

っ
て

い
る

啓

発

活

動

・
家
庭
で
で
き
る
生
活
雑
排
水
対

策
の
説
明
会
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

一

江
戸
川
を
守
る
会
に
よ

る
江
戸

川
ハ
イ
キ
ン
グ
、
夏
休
み
親
子
せ

せ
ら
ぎ
教
室

一
大
気
関
係
の
学
習
会
（
星
空
観

察
・
あ
お
ぞ
ら
観
察
・
雨
の
酸
性

度
チ
ェ
ッ
ク
）

一
冬
期
大
気
汚
染
防
止
暫
定
対
策

と
し
て
、
自
動
車
の
使
用
自
粛
・

暖
房
器
具
の
適
正
管
理
の
啓
発

一

近
隣
騒
音
防
止
の
た
め
の
啓
発

一

音
環
境
学
習
会

環

境

白

書

が

ご

覧

に

な

れ

ま

す
環
境

白
書

（
平
成
1
1
年
版

環
境

の
現
状
と

対

策
）
は

、
市
役
所
（
保

全
課

一
行

政

資
料
セ
ン

タ

ー
）
で

閲
覧
で

き
ま

す
。

ま
た

、
市

の
ホ

ー
ム

ペ

ー
ジ
に

「

環
境

の
ペ

ー
ジ
」
を
開
設
し

ま
し

た

。
ご

覧

く
だ
さ
い

。

国

民

年

金

保

険

料

は

口

座

振

替

で

口
座

振
替

を

ご
利

用
に

な

る
と

保

険

料

が
自
動

的
に
引

き
落

と

さ
れ
る

の
で

、
納

め
忘

れ
の
心
配

が
な

く
、

金

融
機

関

に
行

ぐ
手

間

が
は

ぶ
け
て

便

利
で

す

。

手
続

き

は
、
通
帳

・
届
出

印

・
国

民

年

金
保
険

料
納
人

通
知

書
を
用

意

し

て

、
市

内

に
本

・
支
店

の
あ

る
金

融

機
関

、
郵
便

局
も

し
く

は
、
市

役

所

国
民

年

金
課
へ

お
申
し
込

み

く
だ

さ

い
。

※
今

な
ら

キ
ャ
ン

ペ

ー
ン
実
施
中

。

詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

羆

国
民

年

金
課
保

険
料

係

昔
涯

・
７

３

５
２

、
千

葉
県
社

会

部
国
民
年

金

課

登
砌

・
忽
・
2
3
8
9

結婚まであとチョット新婚ホヤホヤ講座

～幸せ家庭づくりために～

日時…12 月4日出午後1時30 分～3時45 分

会場…中央保健福祉センター

対象…未婚または新婚の男女（お１人でも参

加歓迎）

内容…もっと知ろう身体のこと！パートナー

のこと！

①「安心して妊娠・出産を迎えるために」

講師愛育病院産婦人科医師・加藤季子氏

②「日ごろの健康管理・健康情報など」

会 場 … パ ー ク セ ン タ ー（ ※3 は 森 の 工

芸 館 ）

対 象 … ※1 は11/27 の 「ク リ ス マ ス リ

ー ス を 作 ろ う 」 にも ボ ラ ン テ ィ アと し

て 参 加 で き る 人

費 用 … 無 料 （※2 は 材 料 費1,500 円 ）

（亟電 話 で パ ーク セ ン タ ー豐345 －8SXX で）

へ （先 着 順　 ※3 は 森 の 工 芸 館 で 当 日

先 着 順 受 け 付 け ）

クリスマスリース作り

行 事 名 日 時 講 師 定員

自然を楽しむ‘わ’　　※1

「クリスマスリース作りの体

験と準備」

11/19 廊

午前ｍ時30 分～午後3時

30分

パークセンター職員 30人

みどりの講習会　　　　※2

｢ミニ観葉植物の水耕栽培

(ハイドロカルチャー)｣

1↑/20圉

午後IE持30分～3 時30分

11/21 ⑧

午後俯30 分～3 時

園芸研究家 一中川宏子氏 30人

園芸教室

｢冬のガーデニング｣
みどりの相談員・青島尚祐氏

まつどネイチャーゲームの会

水上道子氏

∠10人

30 人
みどりの教室「ネイチャー

ゲームで落ち葉と親しもう］

自然を楽しむクラフト　※3

「クリスマスリースを作ろう」

11/23 勍

午前ｍ時～午後O時30 分

11/27 圉午後1時30分～

3時30 分〔雨天の場合は

セ月５日⑤に延期〕

自然を楽しむ‘わ’会員 50人

自然観察会「紅葉の観察会」 樵 燃 噐 竺
匸
ヶ 自然博物館・金子謙一氏　30 人

森のクラフト教室｢ 三穀をあ

しらったお正月飾り｣

12/11 出

午後1時30 分～3 時30分

ネイチャークラフトデザイナ

ー・山中琴江氏
30人

園芸教室

囗・2月の園芸作業」

12/12 抖　　　　　　　I みどりの相談員・渡辺重吉郎

午後1時30 分～3 時　　　氏
∠10人

環境庁認定・残したい「日本の音風景100 選」

矢切の渡しと柴又帝釈天を訪ねて

晩秋の柴又帝釈天と

矢切の渡しを訪ね、耳

を澄ませ梵鐘の音・参

道の音 一手漕ぎ船の音

などを探しながら散策

します。

文 学連 続 講 座　 川 端 康 成 生 誕 百 年

「 人 と 作 品 」

日時…12 月10 日窗 ・17 日銜 〔全2 回〕

午前10 時～正午

会場…市民劇場

講師…成蹊大学文学部教授･羽鳥徹哉氏

定員…55 人 （抽選）

費用…無料

］胴11 月18 日収 〔必着〕までに、往復ハガ

半に住所 ・氏名・年齢 ・電話番号を記入

して、〒2「71－0092 松戸市松戸2060 市 立

日時…11 月25 日困 〔雨天中止〕午前10 時～午後2 時

30 分（午前10 時 までに市役所本館3 階 会議室に集合）

対象…市内在住の人

定員…先着20 人（申し込みが10 人以下の場合は中止）

持ち物…弁当 ・水筒等

費用…矢切の渡し 代として ，大人100 円

圉11 月５日脚午前9 時 から，電話で環境部保全課大気

騒音係≪366-7337 へ

図書館市民講座係

(≪365- 引 巧）へ

成人講座｢わがまち歴史探訪｣
ヰ 岔 禀 ⊇

寄付に感謝します

浅
草
学
園

大気汚染

且 回 員　　対 仁 玉

づ7 づち言　 軋いJ 俎皇瓦

y ｍ 匚 麟 釦ｻ

ｽﾞﾙ に　　 い 員 杲

しな際器つ　　　はすの　の

期 日 内 容 講 師

11/9W 写真で見る松戸の歴史 松戸史談会会長･神尾武男氏

16叫 戦国時代の高城氏と根禾内・小金 市立博物館学芸員

30 ㈹

12/7 ㈹

14 ㈹

松戸市内の遺跡・史跡めぐり 松戸史談会会長･神尾武男氏

水戸道中小金宿の助郷について 市立博物館学芸員

松戸･根木内地域の古代( 縄文時代) 社会教育課文化財係職員

時間…午後1時30 分～3B§30分

（11 月30 日は午前9時30 分～午後3時30 分）

会場･‥タウンスクール根木内（根木内小学校内）
－=W-　 〃　＝　　　＝　　＝　■〃-･¶－　¶〃-　■--
※ 車 で の 来 場 は ご 遠 慮 ＜ だ さ い 。

対 象 … 市 内 在 住 の 人

定 員 … 先 着24 人

費 用 … 無 料 （11 月30 日 の 昼 食 等 は 自 費 ）

匝 電 話 で 公 民 館 ≪368 ―1214 へ

（
農
地
、
ａ
ｔ
地
、
樹
林
地
）
で
お
お
わ

れ
て

い
ま
す

。

樹

林

地
に

つ

い
て
み

る
と

、
金
ヶ

状
に
分
布
す
る
斜
面
林
、
農
地

に
残
存
す
る
平
地
林
、
屋
敷
林

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
も
測
定
開
始

大
気
汚
染
は
、
主
に
工

場
・
事
業
場
等
か
ら
排
出

さ
れ
る
ば
い
煙

や
自
動
車

の
排
出

ガ
ス
等

に
よ

っ
て
引

き
起
こ

さ
れ
ま

す
。
汚

染
物
質

に

は
、
二
酸

化

硫
黄

、
一

酸
化

窒
素

、

一
酸
化
炭

素

、
光
化

学

オ
キ

シ
ダ
ン
ト

、
浮

遊

粒
子

状

物
質

な
ど

が
あ
り

、
こ

れ
ら

に
つ

い
て

は
環

境
基
準

が
定

め
ら

れ

て

い
ま

す
。

市

の
大

気
汚

染
状
況

を
見

る
と

、

二
酸

化

硫
黄

お
よ

び
一
酸
化

炭
素

に

つ

い
て

は
環

境
基
準

を
達

成
し
て

い

ま

す

が
、
一
。酸

化
窒
素

に

つ

い
て

は

環

境
基

準
を
超

過
し

て

い
ま
す

（
ド

記

グ

ラ
フ
参

照
）
。
ま

た
、
浮
遊
粒
子

状
物
質

も
環

境
基
準

を
超
過

し
て

い

ま
す
。
首
都
圏
で
は
特
に
自
動
車
か
ら
の

影
響
が
人
き
く
、「
自
動
車
Ｎ
Ｏ
Ｘ
削

減
法
」
お
よ
び
「
千
葉
県
自
動
車
父

通

公
害

防
止

計
画
」

に

基
づ

き
各

種

施

策

を
展

開
し
て

い
ま

す
。

大
気

の
汚

れ

が
目

立

つ
匁
期

は
七

都
県
亟

共
同

で

「
ぐ

る
っ
と
青

空
キ

ャ
ン

ペ

ー
ン
」

を
実
施
し

て

い
ま
す

（
左

べ
Ｌ

ン
参

照
）
。

ま
た

、
最

近
問

題
と

な

っ
て

い
乙

ダ
イ

オ
キ

シ
ン

に
つ

い
て
も

、
国

の

指
針
に
従
っ
て
測
定
を
行
い
、
環
境

把
握

に
努

め
て

い
ま
す

。

で

き

る
こ

と

か

ら

始

め

よ

う

・

バ
ス
や
電

車

な
ど

の
公

共

交
通
機

関
を
利
用
し
、
自
動
車
の
利
用
を
控

え

め
に
し

ま
し

ょ
う

。

・

エ
ン
ジ
ン
の
空

ぶ
か
し

や
急
加

速
、

急
停
止

は
や
め
ま

し

ょ
う
。

一
不
要

な

ア
イ

ド
リ

ン

グ
は

や
め
ま

し

よ

つヽ
。

・

ご
み

の
焼
却
は
自
粛
し

ま
し
ょ
う

。

講師健康課・保健婦

費用…無料

[呶12 月２日困 までに．電

話で常盤平保健福祉セン

ターS384-1333 へ

市
内
の
三
分
の
一
は
緑
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催

し

物

自

宅

の

耐

震

相

談

を

し

て

み

ま

せ

ん

か

1
1
月
2
5
日
水
午
前
1
0
時
～
午
後
４

時

会

場

新

松

戸

市

民

セ

ン

タ

ー

内

容

木

造

住

宅

の

簡

易

耐

震

診

断

・

補
強
方
法
の
相
談
　
費
用
無
料

※
自

宅

の

平

面

図

（
間

取

り

図

）

等

を

必

ず

ご

持

参

く

だ

さ

い

。

※
次

回

は

常

盤

平

・
六

実

・
東

部

地

区

の
予

定

で

す

。

惠

電

話

で

建

築

指

導

課

構

造

設

備

係

登
3
6
6・
7
3
6
8

へ

松

養

祭

Ｈ
月
1
3日

出

・
1
4日

㈲
午

前
９
時

3
0分
～

午
後
２

時
3
0
分

会

場
松
戸

養
護

学
校
（
栗

ケ
沢

七
八

四
の

一
七
）

内
容
小

・
中

学
部

、
高
等

部
企
画

＝

劇
発
表
・
模
擬
店
・
ゲ
ー
ム
・
作
品

展
示

ほ
か

醫
県

立
松

戸
養

護
学
校

登
3
8
8
・
２
１

星

空

観

望

会

1
1
1
1

一
月
2
7
日
出

午
後

６
時
～

８
時
3
0

分
会
場
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
室

と
屋

上
　

内

容
星
空

解

説
、
天

体
望

遠
鏡

で
木
星

・
土
星

な
ど
を

観

望
〔
雨
天

・
曇

天
時

は
星

空
解

説
等

〕

定
員
先
着
八
十
人
　
費
用
無
料

圃

電
話

で
市
民

会
館

プ
ラ

ネ

タ
リ

ウ

ム
室

容
3
6
8・
1
2
3
7

へ

労

災

職

業

病

な

ん

で

も

相

談

会

①
1
1
1
1

一
月
1
3
日

出
午

後
１
時

～
４

時

＝
ア
ミ
ュ

ゼ
柏

（
柏

駅
下

車
徒

歩
七

分
）

②
2
7
日
出

午
後

１
時

～
４

時

＝

千
葉

中

央
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ

ー
セ

ン

タ

ー

（
千
葉

都
市

モ
ノ

レ

ー
ル

・
市

役

所
前

下
車

徒
歩

一
分

）
　

対
応

者
弁

護
士

・
社

会
保

険
労

務
士

・
ソ

ー

シ

ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
ほ

か
　

費
用
無

料
（
予

約
不

要
）

羆
千

葉
中

央
法

律
事

務
所

登
0
4
3
・
2
2
5

朗

読

を

き

く

か

い

‥1
1
1
1

一
月
1
0

日

水

午

前
1
0

時

～

１１１１１１
時
3
0

分

会

場

ふ

れ

あ

い
2
2

（
健

康

福

祉

会

館

）
　

内

容

松

戸

朗

読

奉

仕

会

会

員

に

よ

る

朗

読

「
古

川

柳

お

ち

ぽ

ひ

ろ

い

」

田

辺

聖

子

著

ほ

か
　

対

象

障

害

者

手

帳

を

持

っ

て

い

る

人

・

そ

れ

に

淮

す

る

人

（
付

き

添

い

の

人

と

一

緒
の
参
加
も
可
）
　
費
用
無
料

軍

電

話

ま

た

は

フ

ァ

ッ

ク

ス

に

住

所

・

氏

名

・

年

齢

・
障

害

等

級

・

連

絡

先

を

記

入

し

て

、

ふ

れ

あ

い
2
2

（
健

康

福

祉

会

館

）

障

害

者

福

祉

セ

ン

タ

１

登
3
8
3
・
7
1
1
1

副
3
8
3
・
7
8
1

0

へ

障

害

者

（
児

）

と

共

に

ミ

ュ

ー

ジ

カ

ル

を

観

る

会

1
2月
1
0
日

蚩
午

後
２
時

開
演

・
Ｈ
］

日

出
午

後
１

時
3
0分

開
演

会
場

野

田

市
文

化
会
館

費
用

無
料

鵞

山

囗

登
3
4
5・
4
5
7
3

ガ

ー

ル

ス

カ

ウ

ト

活

動

体

験

１１一
月
2
1
囗

㈲

午

前
1
0
時

～
正

午

集

合
場
所

北
小

金

駅
南
口
　

内

容

親

子

で
小

金

の
史
跡

巡
り

・
お

や
つ
作

り

・
ゲ

ー
ム

・
歌

な
ど
　

対
象

五
歳

～
小
学
生
と
保
護
者
　
費
用
無
料

※
障
害

児
団

も
あ
り

ま
す

。

圃

ガ
ー
ル

ス
カ

ウ
ト
松
戸

市
連

絡
協

議
会

・
米
原

昔
3
6
7・
9
0
1
6

ひ

ま

わ

り

第

二

学

童

ま

つ

り

Ｈ一
月
1
4
日

㈲
午

前
1
0時

～
午

後
２

時

〔
雨

天
決

行
〕
　

会
場

ひ
ま

わ
り

第
二
学

童
保

育
所

（
高
木

第
二

小
学

校
内
）
　

内

容

バ
ザ
ー

ニ
俣
擬
店

等

※

バ
ザ

ー
提

供
品

を
受
け

付
け

中

題

ひ

ま
わ
り

第
二

学
童

保
育
所

昔
3
8
5

．
’に’。″″ｈ
）７
０
　
　
　
　
。

幸
谷

ビ
オ

ト

ー
プ

一
周
年

記

念

観
察

会

Ｈ一
月
2
1囗
㈲
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
幸
谷
観
音
下
ビ
オ
ト
ー
プ
　
費

用
無
料

車
当
日
会
場
で

黯
関
さ
ん
の
森
を
育
む
会
・
関
登
3
4
1

・

０

３

り
乙

７

国

際

高

齢

者

年

記

念

「

ま

つ

ど

高

齢

者

の

つ

ど

い

」

1
1
1
1

一
月
1
4
囗

㈲
午
前
1
0
時

～
午

後
３

時

会

場
常
盤
平

市
民

セ

ン
タ

ー

内
容
①
講
演
「
国
際
高
齢
者
年
の
世

界

の
状

況

と
介

護

保

険

に

つ

い
て
」

②
た

の
し
み

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン
シ

ョ
ー

・
ス
ト

レ

ッ
チ
体

操
　

講

師
①

全
国

老

後

保
障
地

域
団
体

連

絡
会
事

務
局

長
・
上
坪
陽
氏
　
費
用
五
百
円

舞
豐

か
な
高

齢
期

を
つ
く

る
松
戸

市

高
齢
者

連

絡
会

・
神
田

登
3
8
6・
７
７

Ｏ

″ｈ
Ｕ

千

葉

県

「

ベ

ン

チ

ャ

ー

出

会

い

の

場

」

1
1
1
1

一
月
2
6
日

廁
午

前
1
0
時
～
午

後
４

時

会

場
幕
張

メ

ッ
セ
第
三

展
示

ホ

‐
‐
ル

（
日
本

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ

ン
セ
ン

タ
ー
・
海
浜
幕
張
駅
下

車
徒
歩
五
分
）

内

容
講

演
会

・
施
策
説
明

・
企
業
合

同

説
明
会

（
五
十

社
を
予

定
）
　

対

象
新
卒

者

・
求
職

者

苣

用
無
料

醫

屁
用

・
能
力

開
発
機

構
千

葉
セ
ン

タ

ー

「
ベ
ン
チ

ャ
ー
出
会

い
の
場
」

事
務

局

昔
0
4
3・
2
4
8・
7
7
6
6

矢

切

オ

リ

エ

ン

テ

ー
リ

ン

グ

大

会
Ｈ

月
2
1日

㈲

〔
雨
天

の
場
合

は
2
3

日

聡

〕
午
前

８
時

矢
切
小

学
校

校
庭

集
合
　
種
目
親
子
（
小
学
校
三
年
生

以
下

の
子

と
親
）
　・
低
学

年

（
小

学

校
三

年
生
以

下

の

グ
ル

ー

プ
）
　・
高

学
年

（
小

学
校
四

～
六
年

生
の

グ
ル

ー
プ
）
　・
シ
ニ

ア

（
六

十
歳
以

上
の

グ
ル

ー

プ
）
　・
オ
ー

プ
ン

（
前

記
以

外
）
　

定
員
当

日
先

着
七
百

人

費

用
一

人
三
百
円

（
軽
食

・
保
険

料
を

含
む

）

惠
当

日
集

合
場
所

で

暦
松

戸
市

青
少
年

相
談

員
連

絡
協
議

会
矢

切
支

部

・
渋

谷

昔
3
6
3・
5
0
9

2
（
午
後

７
時
～

８
時

）

聖

徳

祭

・
咲

か

せ

よ

う

心

の
「
わ

」

１１一
月
1
3
日
出

・
1
4日
収

午
前
1
0
時

～

午
後
４

時

会
場
聖

徳
大

学

・
聖

徳

大
学
短

期

大
学
部
（
岩

瀬
五

五
口

内

容
ク
ラ

ブ
等

の
展
示

・
発
表

（
（

ン
ド

ベ
ル
コ

ン
サ

ー
ト

・
演
劇

・
吹

奏

楽
演
奏

・
ダ
ン

ス
）
ほ

か

※
駐
車

場

が
あ
り
ま

せ

ん
の
で
、

車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

鬩

聖
徳

祭
実
行

奮

貝
会

昔
3
6
5・
Ｉ

Ｉ

１

１

わ

か

ば

祭

１１‥１１
月
1
4
日

㈲

午

前
1
0
～

午

後

３

時

会

場
わ

か

ば

園

（
金

ケ

作

二

七

六

の

二

五

）

、
内

容

も

ち

つ

き

・

バ

ザ

ー

。

・
模
擬
店
・
作
品
展
示
販
売
・
柏
南

部

中

学

校

吹

奏

楽

部

演

奏

・

フ

ェ

ニ

ー

チ

ェ

演

奏

・
ソ

フ

ト

ボ

ー

ル
交

流

試

合

・
フ

ラ

イ

ン

グ

デ
ィ

ス

ク

ー
グ

ラ

ウ

ン

ド

ゴ

ル

フ

ほ

か

鵞

わ

か

ば
園

容
3
8
4・
0
1
6
5

史

跡

め

ぐ

り

1
1
1
1

一
月

７
囗

㈲

〔
雨

天

の
場
合

は
1
4

日
㈲
〕

午
後

１
時
松

戸
駅

西
口

か
ら

く
り

時
計
前

集
合
　

コ
ー

ス
松
戸

駅

～
松
崎

稲
荷

～
中
坂

稲
荷

～
競
馬

場

・
工

兵
学
校

跡
～
花

蔵
院

～
栄

松
寺

～

風
早

神
社

な
ど
約

四
ｊ

を
徒

歩
で

費
用
三
百
円
（
当
日
会
場
で
）

舞
松

戸
史
談

会

・
末

満

登
3
6
1
・
０
０

６

４

法

廷

傍

聴

会

Ｈ
月
Ｈ
日
米
正
午
～
午
後
４
時
千

葉
県
弁
護
士
会
松
戸
会
館
集
合
　
会

場
千
葉
地
方
裁
判
所
松
戸
支
部

定

員
先
着
二
十
五
人
　
費
用
無
料

惠
電
話
で
千
葉
県
弁
護
士
会
松
戸
会

館
登
3
6
6
・
6
6
1
1

へ

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

・

デ

ィ

ナ

ー

シ

ョ

ー

「

ア

ン

ト

ニ

オ

古

賀

＆

ト

リ

オ

囗

ス

ー
レ

イ

ジ

ェ

ン

ス

」

1
1
1
1

一
月
1
8
日

米
午

後
６

時
開

演

会

場
プ
ラ
ザ
ペ
イ
ア
ン
柏
　
費
用
一
万

八
千
円

顔

国
際
ソ

ロ

プ
チ

ミ
ス

ト
千

葉
ユ

ー

カ
リ

・
中
沢

登
3
4
5・
0
6
4
7

県立手賀の丘少年自然の家の催し物
日 時 内 容 費 用

①12/11 圉

A午前10 時開始

B午前11 時開始

｢エンジョイ・ウイークエン

円A ネーチャーゲームBプ

ラネタリウム上映

無料( 予約不要)

②12712(B)午前9時30

分～ 午後3時
「正月を門松で」門松作り 1,500円

③12/14 火洋後6時～9

時

「夜空のロマンを求めて」冬

の夜空と流星の話・観察

100 円(保険加入

希望者のみ)

会場手賀の丘少年自然の家

[亟電話で②＝沼南町教育委員会社会教育課容04ﾜ1-91-1111 内線

302 ③＝県立手賀の丘少年自然の家昔04ワド91-1923 へ

健

康

カ
ラ

オ

ケ

コ

ン

テ

ス
ト

n
1
1
月
2
4日

水
午

後
６
時
～
９

時

会
場
市
民
劇
場
　
費
用
入
場
無
料
・

出
場
者
二
千
円

圃
健
康
カ
ラ
オ
ヶ
普
及
会
・
冨
永

登

3
4
1
・
3
6
2
3

借

地

借

家

の

無

料

相

談

1
1
1
1

一
月
1
3日

出

午
後
１

時
～
４

時

命
珊

勤
労
会

館

※
契

約
書

等

が
あ
れ

ば
ご
持

参
を

醫
松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
外
谷

昔

3
4
5
・
3
5
4
8

県立現代産業科学館の催し物
日 時 内 容 対象／定員 費用

11/13 圉 午前10時30 分

～11時15 分

産業たんけん隊(館内

オリエンテーリング)

小学生20 人

(当日先着)
無料

11/27 圉 午前10 時30分

～正午

身近なサイエンス教室

｢光るうで輪｣ 小学4年生以上20人(要予約)

200 円

(保険料)

11/28(1日)午後1時～2時
サイエンスシネマ｢ 海の

怪物・津波｣

150 人

(当日先着)
無料

保
健
・
衛
生

こ

こ

ろ

の

家

族

相

談

室

１１（
月
2
0
日

出
午
前
1
0
時

～
午

後
４

時

会
場
ふ

れ
あ

い
2
2
（
健

康
福
祉

会
館

）
　

内
容

松
戸

市
精

神
障
害
者

家
族
会
土
曜
会
会
員
に
よ
る
相
談
（
秘

蜜

厳
守
）
　

対
象
「
こ
こ

ろ
の
病

」
の

人
を
抱
え
る
家
族
　
費
用
無
料

崇
同

日

・
同

時
間

に
、

電
話
で

の
相

談

も
受

け
付
け

（
こ
こ

ろ

の
家
族

相
談
室
直
通

登
3
8
3
・
5
5
5
1

）

※
毎

月
第
三

土
曜

日
に

、
相
談

を
受

け
付
け

ま
す

。

醫

松
戸
市

精
神
障

害
者

家
族
会

土
曜

会

・
武
井

登
3
6
2・
8
2
1
5

東

松

戸

病

院

健

康

塾

1
1
1
1

一
月
1
9
日

窗
午

後
２
時

～
３
時
3
0

分
会
場
東
松
戸
病
院
大
会
議
室

内

容
講
演
「
最
近

気

に
な

る
肺

結
核

」

講
師
東
松
戸
病
院
呼
吸
器
科
部
長
・

鈴
木
俊

英
氏

定
員
先

着
七

十
人

啓
用

無

料

惠
電

話
で
東

松
戸

病
院

保
健
福

祉
医

療
室

昔
3
9
1
・
5
5
0
0

へ

ポ

リ

オ
（
急

性

灰

白

髄

炎

）
予

防

接

種ポ
リ

オ
予
防
接

種
を
左

表

の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。
生
後
三
ヵ
月
以
上

七

歳
六
ヵ

月
未
満

で
、
二

回
飲

み
終

わ

っ
て

お
ら
ず

、
予
診
票

を
持

っ
て

い
な
い
人
は
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
生
後
三

ヵ
月

に
な
ら

な

い
と
受

け

ら
れ
ま

せ

ん
。

用
直
接
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

各

支
所

の
市
民

健
康
相

談
室

で
申
し

込

む
か

、
（

ガ
キ
に
下

記

の
要

領

で

記

入
し

て
、

〒
2
7
1
－
0
0
7
2

松

戸

市
竹
ケ
花
七
四
の
三
松
戸
市
中
央
保

健

福

祉
セ

ン

タ
ー
内

保
健

衛
生
課

予

防
衛

生
係
（
容
3
6
6
・
7
4
8
4

）
へ

会場現代産業科学館

鬪県立現代産業科学館昔3ﾜ9－2005

よ

い

歯

い

い

顔

二

コ

ニ

コ

キ

ャ

ラ

バ

ン

１１一
月
1
8
囗
閑
午

前
1
0
時
3
0分

か
ら

（
開
場
午

前
1
0
時
）
　
会
場

市
民
会

館

内

容
ミ

ッ

フ
ィ

ー
と

一
緒

に
歯
み

が

き

の
仕
方

を
覚
え

ま
し

ょ
う
　

費
用

無
料
※
粗
品

を
進

呈
し

ま
す

。

黯

松
戸
歯

科
医

師
会

福
祉
担
当

（
高

柳

歯
科

医

院
）

昔
０
４
７

１

・
9
1
・

４

ｎ

ぴ
［
ａ

Ｏ

会 場 期日(11年) 期日(12年) 時間

中央保健福祉センター
11/24(7)03/ 1㈲ 受

け
付け

午
後
１
時
Ｓ
２
時
15
分

八
予
診
票
が
あ
れ
ば
予
約
不
要
で
すら

12/17廊 3/28 W
五香市民センター 11/29C月)
松飛台市民センター 3/ 1圉

東部市民センター 12/13 C月) 3/14 W
馬橋東市民センター 11/24&K)3/ 7W
健康増進センター 12/ 7灰） 3/13(1月)

常盤平保健福祉センター 11/25W 3/ 60月)
常盤平市民センター 12/15W 3/27 (月)
明市民センター 12/ 3廊 3/16 W
古ヶ畸市民センター 12/ 9困 3/ 9(;村

稔台市民センター 12/ 2困 3/8 ㈲
小金原市民センター 12/ 1㈲ 3/22圉

新松戸市民センター
11/26銜 3/ 2(*)

12/16木) 3/23 W

小金保健福祉センター
11/30C火) 3/3廊

12/14㈹ 3/24廊
馬橋市民センター 12/ 6(月) 3/10廊
六実市民センター別館 12/ 8團 3/17銜
二十 世紀が丘市民 センター 12/10銜 3/15 W

1 ※タイ トル が色 刷り のも のは 、市等 の主 催で す。

市 役 所 の 代 表 電 話 は … …366-1111

’ 代 表FAX は … …363-3200

（松 戸 市 の 市 外 局 番 は047 で す ）

市のメールアドレスは…mcity@intership.ne.jp

市のホームページは……httＤ://ｗｗｗ.intership.ｎｅ.iｐ/matsudo/

情報

ポリオ予防接種日程表



講
座
・
講
演

普

通

救

命

講

習

会

1
1
月
1
8
日
本
午
後
１
時
～
４
時

会

場
女

性
セ
ン

タ

ー
ゆ
う
ま

つ
ど

内

容
心
肺

そ
生

法

・
止

血
法

定
員

先
着
三
十
人
費
用
無
料

※
修
了

者
に

普
通

救
命
講

習
修
了

証

を

交
付

※

一
時
保
育

あ
り

（
二
歳

以
上

就
学

前

、
お

や
つ
代

等

一
人

二
百
円

、

要

予
約

）

圃
1
1
1
1

月

８
日

丱
～
1
2
日

次
の
午
前

８

時
3
0
分
～

午
後
５

時

の
問
に

、
電
話

で
消

防
局

救
急
防

災
課

指
導
係

登
3
6
3

・
1
1
1
1

内

線
2
1
6へ

無

添

加

料

理

教

室

「

乾

物

で

楽

し
く
お
す
し
」

1
1
1
1

一
月
1
6
日

㈹
午
前
1
0
時
～

午
後
０

時
3
0
分
会
場
市
民
会
館
持
ち
物

ふ
き
ん
・
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん

定

員
先
着
三

十
人
　

費

用

二
百
円

惠

電
話

で
松

戸
市
消

費
者

の
会

・
斉

藤

登
3
6
2・
1
4
2
7

へ

松戸まちづくり交流室テント小屋の寺小屋講座

日 時 内 容 費 用

11/11  (*>午前11時30分～午後1時 紅茶講座 1,500円

12 窗午後1時72 時30 分 身近にできるリフォーム住宅 500 円

13 出 午後2時～3 時30 分 落ち葉をテーマにスケッチ法を学ぶ 500 円

18(木)午後5 時～8時 大人のコンサート 2,000 円

19 銜午後IE持～2時30 分 身近にできるリフォーム住宅 500 円

26 窗・29(月片 前10時～正午 ちぎり絵 厂たつ」 各1,000円

※受験生のために、年末年始にテント小屋を開放します( 有料)。

※ＮＰＯ事務局連絡所を引き受けます( 有料)。

[亟電話でえいつ＜・田中昔36ワー8889 へ

障

害

者

側

か

ら

見

た

介

護

保

険

学

習

会

1
1
1
1

一
月
2
8
日

㈲
午
前
1
0
時

～
午

後
４

時

会

場
市
川

市
総

合

祖
祉
セ

ン
タ

ー

（
市

川
駅
下

車

徒
歩
十

八
分

・
駅

に

ガ
イ

ド

ヘ
ル

パ
ー

が
待

機
）
　

内

容

介
護

保
険

に

つ
い
て

の
講
演
会

・

視
覚

障
害
福

祉
機

器
展
示

会

ほ
か

費
用
五
百
円
（
資
料
代
）

崋
当

日
会

場
で

鬩
千

葉
県
中

途
視

覚
障

害
者

連
絡
会

・
金

子

登
3
3
6・
5
1
1
2

講

座

「

歌
舞

伎

の

魅

力

」

①

顔
見
せ
と
「
暫
」

＝
Ｈ
月
1
2日

脂
②
歌
舞
伎
十
八
番
と
「
勧
進
帳
」

＝
2
6日
次
午
後
２
時
～
４
時

会
場

寺
嶋
文
化
会
館
（
柏
駅
下
車
徒
歩
三

分
）
　
講
師
共
立
女
子
入
学
教
授
・

近
藤
瑞
男
氏
　
費
用
一
回
千
円

圉
電
話
で
扉
寺
島
文
化
会
館
登
０
４

７
１

・
6
7・
６
１
にＪ
３
へ

わ
く

わ

く

さ

ん
と

ク
リ

ス

マ

ス

カ

ー

ド
を

つ

く
ろ

う

①
1
2月
１
日
水
②
８
日
水
午
後
３

時
3
0分
～
４
時
2
0分

会

場
田
東
部

市
民
セ
ン
タ
ー
②
五
香
市
民
セ
ン
タ

ー
　
内
容
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
つ
く
っ
て
あ
そ

ぽ
」
出
演
の
わ
く
わ
く
さ
ん
と
楽
し

い
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
作
り
費
用

千
円
（
二
歳
以
下
無
料
）

崑
松
戸
子
ど
も
劇
場
・
藤
田

登
3
8
6
・

講

演

会

「

消

費

不

況

・

こ

う

し

て

突

破

す

る

！

」

Ｈ一
月
1
6
日

閃
午

後
１
時
3
0
分

～
３

時

会

場
千

葉
商
工

会
議

所

（
千

葉

中

央
ツ
イ

ン
ビ
ル

二
号

館
内

・
千

葉

駅
下
車
徒
歩
五
分
）
　
講
師
㈱
ア
シ

ス
ト
代

表
取

締
役

・
ビ
ル
ト

ッ
テ

ン

氏
費
用
無
料

羆
莎
十
葉
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
業

務

部

登
0
4
3
・
2
2
2・
5
7
9
5

家

事

家

計

講

習

会

Ｈ一
月
1
8日

米
①

午
前
1
0
時
～
正

午

＝
南

流
山

セ
ン

タ
ー
②

午
前
1
0
時
3
0

分
～
午
後
Ｏ
時
3
0
分
＝
小
金
原
体
育

館

・
1
9日

次
③
午

前
1
0
時
3
0分

～
午

後
Ｏ
時
3
0
分
＝
市
民
劇
場
　
費
用
四

百
円
奈
一
歳
以

上
保
育

あ
り

（
二
百

円

。

要

予
約

）

鬩
松

戸
友

の
会

・
藤

井

昔
3
6
3・
７

６

選

挙

制

度

百

十

周

年

記

念

東

葛

飾

地

区

政

治

学

級

１１
一
月
2
5
日

米

午

後

１

時
2
0
分

～

４

時

会

場

東
葛

飾

支

庁

合

同

庁

舎

内

容

講

演

①

上

智

大

学

法

学

部

教

授

・
小

幡

純

子

氏

「
地

方

分

権

～

住

民

参
加
と
選
挙
」
②
県
立
柏
陵
高
等
学

校

野

球

部

監

督

・

蒲

原

弘

幸

氏

「
わ

が
野

球

人

生
」
　

定
員

百

五

十

人

（
抽

選
）
　
費
用
無
料

崋
1
1
月
1
1
日
市
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
ハ

ガ

キ

に

郵

便

番

号

・
住

所

・
氏

名

・

電

話

番

号

・
「
政

治

学

級

申

込

」
を

記

入

し

て

、

〒
2
7
1
－
8
5
6
0

松

戸

市

小

根

本

七

東

葛

飾

支

庁

総

務

課

企

画

係
、
ま
た
は
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

登
3
6
1
・
2
1
7
5

囲
3
6
7
・
4
3
4
8

へ社

交

ダ

ン

ス

体

験

講

習

会

い１１一
月

い１１一
日

・
1
8
日

・
2
5
日

の

木

曜

日

〔
全

三

回

〕

午

後

７

時

～

９

時

会
場
小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容

若

手

プ

ロ

に

よ

る

中

級

の

チ

ャ

チ

ャ

・

ル

ン

バ

ー
ワ

ル

ツ

の

レ

ッ

ス

ン

対
象
五
十
二
歳
未
満
の
人
　
費
用
一

回

五

百

円

鬩

小

金

原

ソ

シ

ア

ル

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

・

田

中

登
3
4
2
・
7
2
8
3

（
夜

間

の

み

）

子

育

て

講

座

「

親

が

変

わ

れ

ば

子

が

変

わ

る

」

一
1
1
1
1

月

８
囗
丱

午
前
1
0
時
～
正

午

会
場
根
本

内
タ
ウ
ン

ス
ク

ー
ル

（
根

本
内
小
学
校
内
）
　
講
師
栗
ケ
沢
こ

ど
も

の
家
代

表

・
藤
原
照

子
氏

費

用
無
料

※
保

育
あ
り

黯
栗

ケ
沢
こ
ど

も

の
家

・
大
野

昔
3
4
1

お
知
ら
せ

ミ

ュ

Ｌ

ン
カ

ル

出

演

者

募

集

・

プ

囗

と

一

緒

に

舞

台

に

立

と

う

内

容
1
2
月
2
3日

㈲
に

森

の
ホ

ー
ル

2
1で
開
催
す
る
「
Ｉ

Ｌ
Ｏ

Ｖ
Ｅ

ク
リ

ス

マ
ス

キ
ャ

ロ
ル
」

に
出

演
　

対

象

1
2月
中

の
土
・
日
曜

日
〔
全
五

回
〕
の

リ
（

Ｉ

サ
ル
に

参
加
可

能

な
大

（
経

験

・
性

別
不
問

）
　

定
員

高
校
生

以

上

二
十
人

・
小

学
二

年
生
～

中

学
生

二

十
人

圃

電

話

で
劇
団
天

童

登
3
8
7・
8
7
1

6
へ

平

成
1
2
年

度

Ｎ

Ｈ

Ｋ

学

園

通

信

教

育

の

受

講

者

を

募

集

①

通
信

制
高

校
＝
普
通
科

三

年

間
）、

選

科
コ

ー
ス
（
一
年

間

）
②

福
祉

の

通
信

講

座
＝
社
会

福
祉

コ

ー

ス
（
二
年

間
）
、
ホ

ー

ム

ヘ
ル
パ

ー
ニ

級

・

一
級
課
程
（
各
一
年
間
）

③
生
涯
学
習
通
信
講
座
＝
俳
句
・

短
歌
・
絵
手
紙

・
ス
ケ
ッ
チ

ー
パ
ソ

コ
ン
ほ
か
（
随
時
受
け
付
け
）

※
案
内
書
等
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

覬
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
八
Ｅ
Ｏ

一
係
昔
0
4
2
・

5
7
2
・
3
1
5
1

ス

ポ

ー
ツ

柿

ノ

木

台

公

園

体

育

館

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会

1
1
1
1

一
月
７
日

㈲
・
2
1日

㈲
午
後
５

時

～
７

時
、
1
4
日

仰
・
2
8日

㈲
午
前
1
0

時
～
正

午

会
場

柿
ノ
本
｛
口
公

園
体

育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
対
象
高
校

生
以

上
　

持
ち
物

運
動
着

・
上

履
き

費
用
無
料

圉

当

日
会
場

で

黯

ス

ポ

ー
ツ
課

昔
3
6
3・
9
2
4
1

市

立

図

書

館

の

不

用

雑

誌

を

差

し

上

げ

ま

す
　

。

１１一
月
1
8日

米
午

前
1
0
時
～
午

後
５

時

・
1
9日

蚩
午
前
1
0
時

～
午

後
６
時

3
0分

会
場

図
書
館

本
館

五
階
休

憩

室

配
布
数

一
人

五
冊

以
内
　
　
　
　
　
　

‘
’

黯

車

立
図
書

館

登

3
6
5
・
5
1
1
5

国

立

秩

父

学

園

附

属

保

護

指

導

職

員

養

成

所

養

成

部

生

募

集

対

象
将
来

知
的

障
害

関
係

の
福
祉

分

野
で
仕

事
を

し
た

い
人
　

資
格
四

年

生
大

学
を
修
了

し

た

（
修
了

見
込

み
可

）
人

ま
た

は
、

保
育
士

資
格

を

持

っ
て

い
る

（
見
込

み
可
）

人
　

期

間

半
成
1
2
年
４

月
か

ら
一
年

間

（
宿

舎

制
）
　

巷
囹
妛

験
料

・
授

業
料

は

無

料

（
実
習
費

等

は
一
部
負

担
）

※
詳

細
は
お
問

い
合

わ
せ
く
だ
さ

い
。

膕

国
立
秩

父

学
園
附

属
保

護
指
導

職

員

養
成
所

昔
0
4
2・
9
9
2・
4
1
3
7

青

少

年

会

館

樋

野

口

分

館

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会

1
1
1
1

月
1
3
日
出

午
後
１

時
3
0
分
～

３

時
3
0
分

会
場

青
少
年

会
館
樋

野
囗

分
館

対

象
十
六

歳
以

上

（
三

十
歳

未
満
の
人
を
優
先
）
　
定
員
先
着
二

十

人

持

ち
物
運
動

着

・
上
履

き

費
用

無
料

圃

電
話

で
青
少

年
会

館

容
3
4
4・
8
5

5
6

へ

太

極

拳

初

心

者

講

習

会

１１一
月

Ｈ
日

～
1
2月

２
日

の
毎

週
木

曜

日

〔
全
四

回
〕
午

前
９

時
3
0
分
～

1
0
時
3
0
分
会
場
小
金
北
市
民
セ
ン

タ

ー
　

定
員
先

着
十

五
人
　

費
用
無

料圃

当

日
会

場
で

鵄
小

金
太

極
拳

ク

ラ
ブ

・
酒

井

公
3
4
1

平

成

１２

年

度

成

田

赤

十

字

看

護

専

門

学

校

看

護

学

生

募

集

出

願
期
間
1
2
月
2
0日

囲
～
1
2
年

１

月
1
9日

伽

試
験
日

１
月
2
5
日

㈹

・

2
6
日
水
応
募
資
格
高
等
学
校
卒
業

見

込

み
可
）
ま

た

は
、
文

部
大
臣

が

同
等

以
上

の
学

力
を
有

す

る
と
認

め

た

人
（
男
子

可
）
　
募
集
人
員
三

十

人

牋

成
田

赤
十

字
看

護
専

門
学
校

昔
０

４

７
６

・
2
2
・
2
3
1
1

内

線
3
8
1

「

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

大

自

然

体

験

・

タ

ス

マ

ニ

ア

の

夏

」

参

加

者

募

集
　
　
　

゛

1
2月
2
5
日

出
～
1
2
年
１

月
６
日

米

〔
十
一
泊
十
三
囗
〕
　
対
象
小
学
五
年

生
～
高
校
三
年
生
　
内
容
ハ
イ
キ
ン

グ

・
い
か
だ

で
川
下

り

・
地
域
見

学

ほ
か
申
込
期
限
Ｈ
月
1
5
囗
丱
費

用

三
十

六
万
五

千
円

筒
鰥

国
際
青

少
年
研

修
協

会

昔
0
3・

３
３
５

９

・
8
4
2
1

フ

ァ

ミ

リ

ー

ス

ポ

ー

ツ

教

室

1
1
1
1

一
月
2
1日

㈲
午

前
９

時
～
正

午

会
場

新
松
戸
西

小
学

校
体

育
館
　

内

容

ラ
ー

ジ
ボ
ー
ル
卓

球

・
イ
ン

デ
ィ

ア
カ

・
フ
ァ
ミ
リ

ー

バ
ド
ミ

ン
ト
ン

・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
等
　
費
用

百
円

（
保
険
料
）

惠

当
日

会
場

で

麺
体
育
指
導
委
員
・
松
本
登
3
4
1
・
８

グ

ラ

ウ

ン

ド

ゴ

ル

フ

教

室

Ｈ一
月
9
1一日

㈲
午
前
９
時
～
正
午

示

雨

決
行

〕
　

会

場
新
松

戸
南
小

学
校

校
庭
　
費
用
百
円
（
保
険
料
）

圃

当

日
会

場
で

鬩

体
育

指
導

委
員

・
加

藤

登
3
4
3
・
９

８

３

０

グ

ラ

ウ

ン

ド

ゴ

ル

フ

教

室

1
1
1
1

一
月
2
1
日
㈲
午
前
９
時
～
正
午

示

雨
決

行
〕
　
会
場

南
部
小
学

校
校
庭

費
用
百
円
（
保
険
料
）

匣
当

日
会

場
で

嚮
休

育

指
導
委
員

・
坂
井

登
3
6
1・
０

１１
月
は

防
犯
月
間

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

1
2月
1
9日

～
1
2年

２
月
2
0
日

の
毎

週
日
曜

日
と

祝
日

（
年
末

年
始

を
除

く
）

①
午
前

９
時

～
1
0
時
3
0分
②

午

前
1
0
時
4
5分

～
午

後
Ｏ

時
1
5分

会

場
栗
ケ
沢
公
園
庭
球
場
対
象
市
内

在
住
・
在
勤
者
　
費
用
九
千
円
（
保

険
料

を
含

む
）

圃
Ｈ
一
月
1
5
日
丱
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ

キ

に
住
所

・
氏
名

・
電

話
番
号

・
希

望
時

間

（
第
二

希
望
ま

で
）
　・
返

信

用

あ
て
名

を
記
入

し

て
、

〒
2
7
0
－
8

6
9
1

松

戸
北
郵

便
局

私
書

箱

匸

一

号
松

戸
市

テ

ニ
ス
協

会
へ

圜
平

木

登
・
囲
3
3
0・
4
1
1
2

リ

ズ
ミ

ッ

ク

カ
ン

フ

ー
体

験

教

室
Ｈ
月
６
日
・
2
0日

・
2
7日

の
各
土

曜
日
〔
全
三
回
〕
午
後
３
時
～
４
時

1
5分

会
場
青
少
年
会
館

内
容
カ

ン
フ
ー
の
型
を
使
っ
て
の
健
康
体
操

費
用
三
百
円

圃
当
日
会
場
で

髓
リ
ズ
ミ
ッ
ク
カ
ン
フ
ー
新
松
戸
・

菅
原

登
3
8
8
・
4
2
1
1

犯
罪
捜
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

◆
指

名
手

配
被
疑
者
の

逮
捕
に

ご
協
力

を

オ
ウ
ム
真
理
教
特
別
指
名
手
配

被
疑
者
を
は
じ
め
と
す
る
指
名
手

配
被
疑
者
の
情
報
を
ご
存
じ
の
人

は
、
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
オ
ウ
ム
真
理
教
特
別
手
配
の
情

報
は
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２

（
オ
ウ
ム
ニ
十
四
時
間
）

Ｏ
・
0
0
6
0
2
4

へ

◆

「
事
件

か
な
」

と
思
っ
た
ら

迷
わ
ず
一

一
〇
番

を

バ

お
か
し

い
な
と
思
っ
た
場
合
や

怪
し

い
人
を
見
か
け
た
り
し
た
場

合
は
、
深
夜
・
早
朝
を
問
わ
ず
一

一
〇
番
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆

犯
罪

に
つ
い
て

知
っ
て

い
る

こ
と
は
積
極

的
に
通
報
を

不
審
な
人
や
車
を
目
撃
し
た
場

合
や
、
被
疑
者
に
似
た
人
を
知
っ

て

い
る
と
い
っ
た
場
合
に
は
、
た

め
ら
わ
ず
警
察
に
通
報
を
お
願

い

し
ま
す
。

◆
聞

き
込
み
捜
査
に
ご
協
力

を

聞
き
込
み
捜
査
で
捜
査
員
が
お

伺

い
し
た
際
に
は
、
ど
ん
な
さ
さ

い
な
情
報
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の

で
、
積
極
的
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆

被

害

に

あ

っ

た

と

き

は
必

ず

届

け

出

を

犯

人
の

第
二

・
第

三
の

犯
行

を

防
ぎ

被
害

の
拡

大
を
防

止

す

る
た

め
に

も
、

勇
気

を
出

し
て

警
察

に

届
け
出

る
よ

う
に
お
願

い
し

ま
す
。

暦

松
戸

警

察

署

容
3
6
9
・
０
１
１

０
、

松
戸

東
警
塞

者
登
3
4
9
・
0
1
1
0

広報まつど1999年(平成11年)11月5日

言

訓

会場定員



12/5( 日)

午後1 時

30 分から

広報まつど1999年(平成11年)11月5日

テレビでおなじみ、千石正一氏の

爬虫両生類とは、どんな生き物で、どんな暮らしをしているのでしよ

うか。

松戸市在住で、テレビでも人気の千石先生が、世界各地で見たヘビ、

カメ、イモリなど爬虫両生類の生態について映像を交えながら、楽し＜

分かりやすくお話しします。

皆さんのご応募をお待ちしています。

日 時…12 月５日(日)

午 後1 時30 分～3 時30 分

会 場…市民劇場

講 師…(財自然環境研究センター研究

主幹・千石正一氏

対 象…小学生以上の人

定 員…300 人( 抽 選)

費 用…無料

申し込み…11月26日銜〔必着〕までに、往

復ハガキこ住所・氏名(1枚に

4人 まで可) ・電話番号・返信

用あて名を記入し て､〒270 －

伊
藤
久
雄
さ
ん
は
、
三
歳
児
検
診

で
言
葉
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
児

童
相
談
所
を
紹
介
さ
れ
、
障
害
が
あ

る
と
診
断
を
受
け
る
。

の
二
人
三
脚
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

健
康
で
丈
夫
な
体
を
生
か
し
、
み

ん
な
と
一
緒
に
で
き
る
こ
と
を
と
、

小
学
二
年
生
か
ら
水
冰
を
始
め
た
。

ぞ

れ
金

メ

ダ
ル
を

獲
得
し

た

。

現
在

、
二
人

は
、

知

的
障

害

者

の
授

産

通
所

施

設

で
自

立

を
目

的

と
し

た

訓

練
を

受

け

な

が

ら

、
箱

折

り

・
木

工

等

の
作

業

を
行

い
、
水

泳

教

室

へ

も

通

い
続

け

て

い

る

。

毎週欠かさず通う水泳教室で

ま
し
て
や
ほ
か

の
人

が
教
え
る

な
ど
容
易
で
は

な
い
。
親
は
、
幼
稚

園
の
個
別
指

導

学
習
で
教
え
方

を
学
ん
だ
。
障

害
者
と
し
て
地

域
社
会
で
の
自

立
を
目
標
に
育

て
る
、
親
と
子

自
閉

症

の
障
害

を
持

つ
伊
藤
久

雄

さ

ん
と

西
沢
亮

さ

ん
は
、
1
0月

２
日

、

３
日

に
島
根

県
で

開
催

さ
れ
た

知
的

障
害
者

の

ス

ポ
ー
ツ

の
祭

典

「
ゆ
う

あ
い
ピ
ッ
ク
全
国
大
会
」
水
泳
競
技

の

部
に

千

葉
県

を

代

表
し

て
参

加

。

伊
藤

さ
ん

は
青
年

組
、
西

沢

さ
ん
は

少
年
組

の
2
5
封

バ
タ

フ
ラ
イ

で
そ
れ

行
動

療
法

を
取

り
入

れ
て

い
る
混

合
教
育

（
障

害
児

と
健
常

児

が
一
緒

に
学
習

す

る
）

の
幼
稚
園

へ
親

と
一

緒
に
通

園

。
絵
画

・
体
操

な

ど
興
味

を
示
し

そ
う

な
も

の
を
試

み

る
が
、

久

雄

さ
ん

は
逃
避
し

た

。
コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ
ョ
ン

が
難
し

く

、
親

で
も
受

け
入

れ
て
も
ら
え

な
い
場

合
が
あ
る

。

可
能
性
を
求
め
て

爬虫両生類について講演する

千石正一氏

2252 松戸市子駄掘6ﾜ1 市立博物館爬虫両生類講演係（登384-

8181) へ

封松戸市文化振興財団が送る特選イベント ｙqS･

森のホール27 デヶ ツノ‘ヽ ガイド

森のホ ール21 チケットセンター公384-3331

取扱時間 午前10時～午後7時（月曜日は休館）

公演日時 公 演 名 内 容 費 用

11/2380

午後2時

シリーズ森のリサイタル　　　　　　　 。　’’゛･

『神谷百子 マリンバ・リサイタル」　　 ゛゙　。鳬　 神

曲目ロサウロ/3っのプレリュード、　　　･ノ　　谷

安倍圭子/竹林、ピアソラ/タンゴ組　? ，　、、　 享

曲ほか　　

回

全指定席

3,200円

(学生2,000円)

1/160日)

午後2時

｢管楽合奏は楽しい会？｣ ニューイヤー・コンサート

曲目､｣.シュトラウス/皇帝円舞曲、ベートーヴェン/管

楽八重奏曲変ホ長調ほか

全自由席
2,200円

(高校生以下

1,100円)

1/28c

午後ﾜ時

立川談志独演会

おなじみ談志師匠の名人芸をたっぷり披露します

全指定席

3,500円

2/ 6(日)

午後3時

公共ホールネットワーク　森のホール21 国際音楽祭

出演若林顕(ピアノ・音楽監督)、渡辺玲子( ヴァイオ

リン) ほか　曲目モーツァルト/オーボエ四重奏曲、ラ

ペル/ピアノ三重奏曲ほか

全指定席
3,500円

(学生1,800円)

※会場はすべて森のホール21 小ホールです。

※学生席は森のホールチケットセンターのみで発売します。

緊急医療体制

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関(待機病院、休日在宅

当直医､夜間急病診療所､休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

登366 －0010

平日 午後4 時30 分～翌日午前9 時

休日と土曜 午前9時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　登368-3756
衛生会館内　毎日午後8時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所
公365-3430

衛生会館内　午後８時～11時

西

沢
亮

さ

ん
は
、

じ

っ
と

本
を
見

て

い
る
こ

と

が
多

い
子

ど
も

で
あ

っ

た

。
記
憶

力

が
良

く

、
習

っ
て
も

い

な

い
漢
字

を
読

む
な

ど
、
ほ

か

の
子

と
違

う
部

分

が
あ

っ
た
。

あ
る
幼

稚
園

で
健
常

者
で

は
な

い

と
入

園
を

断
ら

れ

る
。
児
童

相
談
所

で

は
、
軽

い
障

害
は

あ
る

が
集
団

の

中
で
良
く

な
る
の
で

は
と
助

言
さ
れ
、

近
所

で
広

く
門
戸

を

開

い
て

い
た
幼

稚

園
へ
入

園

さ
せ

る
。
こ
こ

で

の
教

育
方

針

は
自
由

保
育

。
子
ど

も

の
個

性

に
あ

っ
た
内

容
の

も
の
を

自
主

的

に
行

う
と

い
う
も

の

で
あ

っ
た
。

良

き
指

導
者

に
出
会

っ
た
の
も

こ

の

幼

稚

園
で

あ

っ
た

。
「
障

害

を

認

め

な
さ

い
」
と

指
導
者

は
言

う

。
現

実

か

ら
逃

げ

る
わ

け

に
も

い
か

ず

、

病

院
で
診

断
を
受

け

る
。

は

っ
き

り

と
「
自
閉

傾
向

の
あ

る
子

で
す
」
と

。

親

ど
し

て
気
持

ち
に

け
じ

め
が

つ

い

た
瞬

間
で

あ

っ
た
。

障
害

は
あ

る
が
、

ほ
か

の
子
ど

も

た

ち
に
も

負
け

な

い
何

か
を

身

に
つ

け

さ
せ

て
あ

げ
た

い
。
発
達

を
促

し

長

ぐ
続
け

ら

れ
る
こ

と
を
と

、
小

学

一
年

生

か
ら
水

冰
を
始

め
た

。

市

…四‥
の
自
閉

症
児

・
者
を

持

つ
親

休
ま

な
い
で
続
け

る
こ

と
が
大
切
。

何

回
で
も

繰
り
返

し
行

い
、

で
き

る

よ
う

に
す

る

。
大
会

を
目
指
し

て

い

た

わ
け

で
は
な

か

っ
た

が
、

今
で

は

メ
ダ
ル
を
取

れ

る
ま

で
に
な

っ
た
。

日

曜
日

の
午

後
５
時

か
ら
行

わ

れ

る
水

冰
教

室
は

、
二
人

に
と

っ
て
自

分

の
居
場
所

で

あ
り

、
可

能

性
を
広

げ
て
く

れ
る
場
所

な

の
で
あ

る
。

（
市
内
在
住
）

で
組

織
す

る

「
松

戸
市

目
閉

症
児
者

親

の
会
」

は
、
多

く

の
人

の
理
解
と

温

か

い
支

援
に

よ

っ
て
「
水

冰
教

室
」

を
続

け
て

い
る

。

「
二
人

が
水

冰

を
続

け

る
こ

と

が

で

き
た

の
は
、

障

害
者

へ

の
理
解
を

示
し

、
協
力

し

て

く

れ
る
良

き
指
導

者
と

ボ
ラ
ン
テ

ィ

ア

が

い

た

か

ら

」

と
双

方

の
親
と

も

感
謝

の
気

持
ち

を

話
す

。

ゆうあいピック全国大会で優勝した

西 沢 亮 お( 左)･伊 藤 久 雄 お

お気軽にご相談ください11月のお目談あんない○※相談はすべて無料です。閉庁帯の相談はありません。

相談名　　　期 日　　　　時 間　　　会 場　　 圖　　　　相談名　　　　期 日　　　　時 間　　　　会　場
市政・一般

交通事故

法律相談

(予約制)

税務相談

登記相談

行政相談

不動産相談

外国人相談

住宅ﾘﾌｫｰﾑ

労働相談

月 ～ 金曜 日

月･火･木曜日

第1 月曜 日

第2 金 曜 日

第3 金 曜 日

第2 ・第4 月 曜日

；　　 水曜 日

第2 ・第4 火 曜日

第3 水 曜 日

第1 ・第3 月曜 日

※顫動相談は東葛飾支庁商工労政課(0361  -4089)でも行っています。

市民相談室

人権相談

心
配

ご
と

相

談

痴ほう介護相談

ゆ う ま つ ど

こころの相談

女性就業相談

パ ー ト 労 働

悩みごと相談

尤学相談( 予約制)

教育委相談(予約制)

青少年相談(電話)

青少年相談(来所)

予約制〕

巡

回

年

金

相

談

消費生活相談

子育て相談

市
役
所
相
談
コ

ー
ナ
ー

市役所相談ｺｰﾅｰ

馬 橋 支 所

六 実 支 所

小 金 支 所

常 盤 平 支 所

新松戸市民ｾﾝﾀｰ

小金原市民ｾンﾀｰ

市役所相談ｺｰﾅｰ

馬 橋 支 所

六 実 支 所

＝　小 金 支 所

常 盤 平 支 所

新松戸市民ｾﾝﾀｰ

小金原市民ｾﾝﾀｰ

社会 福祉協議会
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